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ー
ー
狂
言
の
修
行
、
紹
介
、
実
演
、
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
ー
|

狂
言
が
初
め
て
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
九
年
で
あ
り
、

太
平
洋
戦
争
開
戦
の
一
九
四
一
年
ま
で
に
、
五

0
曲
近
く
、
つ
ま
り
狂
言

の
全
台
本
の
四
分
の
一
が
英
語
な
ど
へ
翻
訳
さ
れ
た
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
狂
言
の
紹
介
や
翻
訳
、
理
解
な
ど
は
、
主
に
「
研
究
者
」
の
視

点
か
ら
狂
言
を
世
界
へ
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
典
芸
能
で
あ
る
「
狂

言
」
が
、
主
に
「
文
学
」
と
し
て
海
外
へ
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

外
国
人
と
し
て
、
狂
言
の
「
演
劇
的
」
な
面
を
理
解
し
、
自
ら
も
習
い
、

自
ら
舞
台
に
立
つ
こ
と
で
、
狂
言
を
あ
く
ま
で
も
「
演
劇
」
と
し
て
初
め

て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ
た
。
二
人
は
と

も
に
元
軍
人
で
、
来
日
後
、
と
も
に
有
名
な
狂
言
の
家
で
稽
古
を
受
け
た
。

「
日
本
の
ア
ー
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
糸
口
」
と
し
て
狂
言
を
習
い
、
そ

の
後
日
本
の
文
学
を
世
界
に
紹
介
、
多
数
の
翻
訳
を
完
成
し
、
二

0
0
八

年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
と
、
現
在
も
東
京
で

活
躍
す
る
外
国
人
狂
言
師
、
ド
ン
・
ケ
ニ
ー
で
あ
る
。

外
国
人
に
よ
る
狂
言
実
演
の
歴
史
を
遡
る
と
、
ま
ず
、
文
化
勲
章
受
章

者
で
あ
る
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
あ
げ
ら
れ
る
。
キ
ー
ン
は
、
狂
言
の
稽

古
を
受
け
た
初
め
て
の
外
国
人
と
さ
れ
、
お
よ
そ
五

0
年
前
、
京
都
で
現

茂
山
千
之
丞
の
指
導
の
元
で
稽
古
を
受
け
た
後
、
狂
言
の
台
本
を
翻
訳
し
、

ア
メ
リ
カ
で
日
本
文
学
研
究
の
次
世
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
現
在

は
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
日
本
文
学
、
日
本
演
劇
の
教
授
を
務
め
て
い
る
。
毎

年
自
ら
が
教
え
る
大
学
の
学
部
生
と
と
も
に
狂
言
発
表
会
を
行
っ
て
い
る

ロ
ー
レ
ン
ス

•
R

・
コ
ミ
ン
ズ
は
、
か
つ
て
キ
ー
ン
の
指
導
を
受
け
、
京

都
に
留
学
し
て
い
た
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
茂
山
千
五
郎
の
指
導
の
元
で
狂

言
の
稽
古
を
受
け
て
お
り
、
現
在
は
狂
言
の
英
訳
、
上
演
す
る
第
一
人
者

と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
、
自
分
が
狂
言
研
修
を
終
え
、
帰
国
す
る
と
き
の

状
況
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

京
都
で
の
留
学
期
間
が
終
わ
る
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
帰
る
か
、
あ

る
い
は
京
都
に
残
り
、
狂
言
を
も
っ
と
深
く
研
修
す
る
か
、
と
悩
ん

で
い
た
と
こ
ろ
で
、
指
導
教
官
の
キ
ー
ン
氏
に
相
談
し
た
。
キ
ー
ン

氏
は
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
帰
国
を
私
に
勧
め
た
。
「
狂
言
を
細
か
く
研

修
す
る
の
は
い
い
の
で
す
が
、
あ
な
た
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
で
し
た
ら
、

早
く
帰
国
し
て
、
そ
の
知
識
を
ア
メ
リ
カ
で
広
め
る
の
が
一
番
と
よ

い
と
思
う
」
と
キ
ー
ン
氏
は
言
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
現
在
は

最
近
の
狂
言
翻
訳
お
よ
び
外
国
語
に
よ
る
狂
言
上
演

ヒ
ー
ブ
ル
・
オ
ン
ジ
ェ
イ
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ア
メ
リ
カ
で
、
大
変
限
ら
れ
た
状
況
の
下
で
大
学
生
と
発
表
会
を

行
っ
て
い
る
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
い
い
経
験
な
の
で
、

帰
国
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
な
い
。

キ
ー
ン
が
稽
古
を
受
け
て
以
降
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
狂
言
の
研
究
者

が
狂
言
の
稽
古
を
受
け
る
こ
と
は
一
般
的
な
こ
と
と
な
り
、
舞
台
で
の
経

験
が
、
狂
言
の
翻
訳
ス
タ
イ
ル
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
狂
言
体
験
者
は
、
日
本
に
大
学
生
、
あ
る
い

は
研
究
者
と
し
て
留
学
し
、
留
学
期
間
が
終
わ
れ
ば
帰
国
す
る
「
短
期
研

究
者
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
に
、
本
格
的
に
狂
言
を
修
行

し
た
い
と
願
う
外
国
人
も
現
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
現
在
、
エ
ジ
プ
ト
大

学
演
劇
学
科
で
教
授
を
務
め
、
監
督
も
務
め
る
ダ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、

八
0
年
代
に
日
本
で
何
年
間
か
稽
古
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
レ
ベ
ル

の
狂
言
の
研
修
を
希
望
し
た
が
、
断
ら
れ
て
帰
国
し
て
い
る
。
一
方
、

一
九
五
九
年
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
と
し
て
来
日
し
た
ド
ン
・
ケ
ニ
ー
は
比

較
的
に
成
功
し
た
例
で
、
一
九
六
四
年
か
ら
現
野
村
万
作
の
指
導
の
元
で

修
業
を
始
め
、
引
き
続
き
、
一
九
七
五
年
、
和
泉
流
狂
言
師
小
川
七
郎
と

と
も
に
「
ケ
ニ
ー
と
小
川
の
狂
言
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
も
東
京
と
ア(1
)
 

メ
リ
カ
で
狂
言
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ケ
ニ
ー
は
数
多
く
の
狂
言
を
英
訳
し
、

(
2
)
 

英
語
の
『
狂
言
ガ
イ
ド
』
も
ま
と
め
て
お
り
、
本
格
的
に
狂
言
上
演
を
目

指
し
た
初
の
外
国
人
と
い
え
る
。
ケ
ニ
ー
は
、
数
多
い
狂
言
の
英
訳
の
他

に
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
翻
訳
、
お
よ
び
上
演
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
か
ら
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
狂
言
の
上
演
を
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ケ
ニ
ー
は
こ
の
体
験
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

同
じ
役
を
い
く
つ
か
の
言
語
で
上
演
す
る
の
は
、
確
か
に
興
味
深

く
、
ま
た
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
狂
言
の
上
演
、

狂
言
ら
し
い
発
声
の
た
め
に
は
、
英
語
よ
り
フ
ラ
ン
ス
語
の
方
が
ふ

さ
わ
し
い
言
語
と
感
じ
る
。
そ
の
理
由
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
方
が
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
メ
ロ
デ
ィ
が
あ
り
、
＂
歌
う
よ
う
に
＂
発
声
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
英
語
は
ド
ラ
ム
の
よ
う
で
、

リ
ズ
ム
感
は
あ
る
が
、
メ
ロ
デ
ィ
は
な
い
。
（
中
略
）

狂
言
を
英
訳
す
る
と
き
は
、
英
訳
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

「
英
語
」
を
自
ら
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
英
語
の
古

典
を
読
み
、
実
際
に
は
ど
の
時
代
に
も
、
ま
た
ど
の
国
に
も
存
在
し

な
い
英
語
を
作
る
。
少
し
古
い
言
葉
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
が
、
狂

言
に
は
ピ
ッ
タ
リ
と
思
う
。

狂
言
を
翻
訳
す
る
と
き
は
、
台
本
を
直
訳
す
る
と
い
う
よ
り
、
狂

言
の
雰
囲
気
を
直
訳
し
た
い
。
ユ
ー
モ
ア
が
通
じ
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
た
い
。
そ
う
す
る
と
、
面
白
い
こ
と
だ
が
、
狂
言
を
日
本
語
で

上
演
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
上
演
し
て
も
、
英
語
で
上
演
し
て
も
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、
観
客
が
同
じ
所
で
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
笑

(3) 
、つ

ま
た
『
狂
言
プ
ッ
ク
」
の
序
論
で
は
、
ケ
ニ
ー
は
狂
言
の
歴
史
、
発
展
、

特
徴
を
ま
と
め
て
、
読
者
に
細
か
く
紹
介
し
て
い
る
。
狂
言
の
歴
史
の
解
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説
は
、
こ
れ
ま
で
も
外
国
語
狂
言
集
の
な
か
に
あ
っ
た
が
、
各
登
場
人
物

の
装
束
、
舞
台
設
定
、
役
者
の
登
場
、
名
乗
り
、
稽
古
の
段
取
り
を
は
じ
め
、

ケ
ニ
ー
は
初
め
て
狂
言
の
演
出
に
つ
い
て
ま
で
細
か
く
解
説
し
た
。
稽
古

の
段
取
り
を
紹
介
す
る
所
で
は
、
日
本
で
の
座
り
稽
古
、
立
ち
稽
古
、
小

舞
と
謡
い
の
稽
古
を
説
明
す
る
が
、
師
匠
の
野
村
万
作
が
、
海
外
で
外
国

人
向
け
の
稽
古
を
指
導
す
る
と
き
は
、
そ
の
方
法
と
段
取
り
が
日
本
で
行

う
場
合
と
全
く
違
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
狂
言
の
言
葉
、
発

声
と
擬
態
語
に
つ
い
て
は
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
狂
言
の
英
訳
を
初
め
て
試
み
る
ま
で

‘
1
0
年
間
、
一
所

懸
命
狂
言
の
稽
古
を
受
け
て
き
た
。
翻
訳
の
言
葉
を
選
ぶ
と
き
は
、

原
文
で
方
言
な
ど
が
わ
ざ
わ
ざ
使
わ
れ
て
い
な
い
限
り
、
で
き
る
だ

け
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
特
定
の
地
域
だ
け
で
使
わ
れ
て
い

る
表
現
は
、
一
切
使
わ
な
い
。
狂
言
の
独
特
な
こ
と
わ
ざ
、
言
い
回

し
な
ど
が
、
直
訳
で
読
者
に
理
解
で
き
る
な
ら
ば
、
英
語
で
意
味
が

近
い
こ
と
わ
ざ
や
言
い
回
し
で
置
き
換
え
る
よ
り
、
直
訳
す
る
方
を

選
ぶ
。
そ
し
て
、
例
え
ば
「
エ
イ
エ
イ
、
ヤ
ッ
ト
ナ
」
の
よ
う
に
本

格
的
な
擬
態
語
で
あ
れ
ば
、
訳
せ
ず
に
、
日
本
語
の
ま
ま
で
使
う
。

狂
言
の
台
本
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
、
隠
れ
た
意
味
、
特
に
深
い
意
味

を
持
つ
台
詞
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
各
狂
言
の

台
本
に
は
無
駄
な
台
詞
は
一
言
も
な
く
、
十
分
に
完
成
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
台
本
そ
の
ま
ま
で
、
解
説
、
注
釈
な
し
で
も

十
分
理
解
し
や
す
い
た
め
、
粗
筋
の
流
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要

な
と
こ
ろ
に
限
っ
て
、
無
言
の
動
作
を
説
明
す
る
卜
書
き
だ
け
を
入

れ
る
。
写
真
も
、
粗
筋
を
理
解
し
や
す
く
す
る
程
度
に
添
付
す
る
。

各
狂
言
に
対
し
て
、
自
分
な
り
の
理
解
を
卜
書
き
で
読
者
に
与
え
る

よ
り
、
読
者
の
想
像
力
に
任
せ
て
、
読
者
が
自
分
の
狂
言
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
卜
書
き
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
が

右
に
紹
介
し
た
ド
ン
・
ケ
ニ
ー
の
解
説
は
、
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

(
5
)
 

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
と
本
人
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
ア
ジ
ア
演
劇

ジ
ャ
ー
ナ
ル
l

は
、
共
産
圏
以
外
の
国
で
日
本
の
演
劇
を
研
究
す
る
外
国

人
の
た
め
、
ま
た
一
九
八
九
年
以
降
に
は
、
全
世
界
の
日
本
演
劇
研
究
者

の
た
め
に
、
大
変
貴
重
な
情
報
源
流
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
「
ア
ジ

ア
演
刺
ジ
ャ
ー
ナ
ル
l

に
お
け
る
狂
言
の
最
新
情
報
、
お
よ
び
、
現
在
、

狂
言
を
研
究
し
、
上
演
し
て
い
る
外
国
人
の
翻
訳
、
稽
古
な
ど
を
考
察
し

た
い
。

最
近
の
狂
言
翻
訳
の
背
景

こ
こ
か
ら
は
、
二

0
0
七
年
三
月
発
行
の
h

ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ

ル」

(
=
1
0
0
ペ
ー
ジ
）
を
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て
、
最
近
の
狂
言
翻
訳
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
『
ア
ジ
ア
涼
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
、
一
九
八
二

年
に
ア
メ
リ
カ
で
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
世
界
的
な
視
野
か
ら
ア
ジ
ア
の

演
劇
を
研
究
す
る
専
門
雑
誌
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
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学
を
中
心
に
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
東
京
大
学
、
ロ
ー

マ
大
学
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
大
学
等
、
国
際
的
な
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研

究
者
が
、
ア
ジ
ア
を
大
き
く
日
本
、
中
国
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の

四
つ
の
分
野
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
研
究
を
執
筆

す
る
。
年
に
二
回
発
行
さ
れ
、
世
界
の
ア
ジ
ア
演
劇
の
第
一
線
の
研
究
機

関
で
読
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
学
術
的
に
も
評
価
の
高

い
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
狂
言
が
特
集
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
も
、
狂
言
が
世
界
的
に
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
号
で
は
、
内
容
が
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

・
七
つ
の
伝
統
的
な
狂
言
と
、
二
つ
の
新
作
狂
言
の
英
訳

・
狂
言
に
関
す
る
論
文
や
レ
ビ
ュ
ー

・
狂
言
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
狂
言
は
、
『
末
広
が
り
』
『
清

水
」
『
左
近
三
郎
」
『
茶
垣
座
当
』
『
箕
被
』
『
右
近
左
近
」
「
濯
ぎ
川
』
の
伝

統
的
な
狂
言
、
そ
し
て
新
作
狂
言
か
ら
は
『
穴
』
、
狂
言
『
六
地
蔵
』
を
も

(
7
)
 

と
に
落
語
作
家
小
佐
田
定
雄
が
作
っ
た
「
ジ
ャ
パ
ネ
ク
イ
ン
ズ
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

(
8
)
 

論
文
で
は
、
小
林
責
『
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
狂
言
」
の
英
訳
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
は
、
狂
言
『
釣
狐
」
に
つ
い
て
大
蔵
流
狂
言
茂
山

千
五
郎
家
の
丸
石
や
す
し
が
語
っ
た
も
の
、
そ
し
て
茂
山
忠
三
郎
家
社
中

(9) 

と
し
て
稽
古
を
受
け
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ョ
ン
・
ク
ゼ
ル
が
茂
山
忠
―
―
―

郎
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
「
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
」
と
い
う
記
事
は
、

茂
山
忠
三
郎
家
の
将
来
に
つ
い
て
忠
三
郎
自
身
が
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
に
、
ア
メ
リ
カ
で
翻
訳
さ
れ
、
狂
言
を
英
語
で
上
演
す
る
劇
団
に
つ

い
て
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
の
狂
言
ス
タ
イ
ル
で
上
演
さ
れ
た
新
作
、
洋
劇

の
作
品
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
野
村
万
斎
が
上

演
し
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
狂
言
に
仕
立
て
た
作
品
に
関
す
る
メ

デ
ィ
ア
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
続
く
。
そ
し
て
最
後
に
、
英
語
で
書
か
れ
た
日

本
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
の
著
作
、
特
に
英
語
で
書
か
れ
た
能
・
狂
言
に

関
す
る
評
論
が
五
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
現
在
ま
で
に
英
訳
さ
れ
た
狂
言
台
本
の
リ
ス
ト
お
よ
び
レ
ポ
ー

ト
の
中
か
ら
、
二
つ
の
論
文
に
つ
い
て
特
に
取
り
上
げ
た
い
。

ひ
と
つ
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
大
学
の
日
本
語
学
科
教
授
を
務
め
る
ロ
ー
レ
ン
ス
•
R

・
コ
ミ
ン
ズ

に
よ
る
「
本
格
的
だ
が
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
ー
学
生
狂
言
公
演
の
た(10) 

め
の
、
狂
言
台
本
の
翻
訳
、
そ
し
て
調
整
の
二

0
年
を
め
ぐ
っ
て
ー
』

で
あ
る
。
コ
ミ
ン
ズ
自
身
、
五
年
間
、
京
都
で
茂
山
千
五
郎
（
現
千
作
）
の
元
で
稽

古
を
受
け
た
経
験
を
持
ち
、
狂
言
以
外
に
も
、
歌
舞
伎
台
本
の
翻
訳
の
ほ

か
、
様
々
な
著
作
を
発
表
し
な
が
ら
、
二

0
年
に
お
よ
ん
で
教
え
子
に
よ

る
狂
言
発
表
会
を
開
催
し
て
き
た
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
ど
の
よ
う
に
外
国

人
に
狂
言
を
紹
介
す
べ
き
か
、
外
国
人
の
子
供
に
、
い
か
に
英
語
で
狂
言

を
教
え
る
べ
き
か
等
に
つ
い
て
の
考
察
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
中
で

も
、
詩
や
謡
、
擬
音
語
、
擬
態
語
を
い
か
に
上
手
く
舞
台
の
中
に
取
り
込
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む
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
我
々
に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

コ
ミ
ン
ズ
は
「
狂
言
ら
し
さ
」
を
保
ち
、
「
わ
か
り
や
す
さ
」
を
大
切

に
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
強
調
す
る
。

狂
言
の
「
発
声
」
と
「
語
り
」
は
、
耳
に
と
て
も
な
じ
み
、
聴
き

や
す
い
も
の
で
す
。
英
語
に
翻
訳
す
る
時
は
、
単
に
言
葉
を
翻
訳
す

る
、
つ
ま
り
、
日
本
語
の
詞
を
英
語
の
詞
に
、
た
だ
単
に
翻
訳
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
英
語
に
な
っ
て
も
、
同
じ
よ
う

に
耳
に
馴
染
み
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
葉
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ッ
チ
、
テ
ン
ポ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
、
英
語
の
台
本
が
わ
か
り
や
す
く
、
同
時
に
、
聴
き
や
す
い

よ
う
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
執
箪
者
の
論
文
に
お
い
て
何
度
も
述
べ
て
き
た
擬
態
語
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ン
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

擬
態
語
を
翻
訳
す
る
の
は
、
全
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
狂
言
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
は
、
常
に
擬
態
語
を
用

い
て
美
し
く
、
ま
た
面
白
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
が
何
か
を

す
る
場
面
、
扉
を
開
け
る
場
面
、
モ
ノ
が
割
れ
る
場
面
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
擬
態
語
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
扉
を
開
け
る
と
き

は
「
サ
ラ
サ
ラ
」
、
モ
ノ
が
割
れ
る
と
き
は
「
ガ
ラ
リ
ン
チ
ー
ン
」
、

動
物
（
烏
）
が
鳴
く
と
き
は
「
コ
カ
ー
」
、
そ
し
て
猿
の
鳴
き
声
は

「
キ
ャ
キ
ャ
キ
ャ
」
な
ど
、
何
に
つ
い
て
も
、
狂
言
で
は
擬
態
語
が

あ
り
ま
す
。

擬
態
語
は
、
日
本
語
に
お
け
る
―
つ
の
誇
り
で
す
。
た
ま
に
、
狂

言
を
英
語
で
上
演
し
よ
う
と
す
る
演
出
家
が
、
擬
態
語
を
英
語
で
言

わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、
犬
の
鳴
き
声
「
ビ
ョ
ウ
ビ
ョ
ウ
」

を
「
ヴ
ァ
ウ
ヴ
ァ
ウ
」
、
「
ガ
ラ
リ
ン
チ
ー
ン
」
は
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
「
テ
ィ

ン
ク
ル
」
と
す
る
よ
う
に
。
た
だ
、
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
は
あ

ま
り
面
白
く
も
な
く
、
意
味
の
な
い
こ
と
で
す
。
英
語
の
舞
台
の
中

で
も
、
き
れ
い
な
、
聴
き
や
す
い
日
本
語
の
擬
態
語
を
そ
の
ま
ま
上

演
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ン
ズ
は
、
狂
言
を
子

供
た
ち
に
指
導
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
演
劇
は
教
育
の
一
っ

の
手
段
で
あ
る
と
述
べ
、
論

文
の
ま
と
め
と
し
て
い
る
。

(12} 

次
に
、
幽
玄
劇
団
の
ユ
リ

(13} 

コ
・
ド
イ
（
土
井
由
理
子
）
の

論
文
を
取
り
上
げ
た
い
。

ド
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
幽

玄
劇
団
の
創
立
者
の
ひ
と
り

で
、
現
在
は
劇
団
内
で
能
・

コミンズによる狂言小舞の指導 (11)
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狂
言
の
指
導
を
し
て
い
る
。
彼
女
は
早
稲
田
大
学
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

大
学
で
修
士
号
を
取
得
し
、
一
九
七

0
年
代
か
ら
日
本
の
古
典
芸
能
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
論
文
を

執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
範
囲
は
日
本
の
古
典
芸
能
か
ら
仮
面
劇
、
パ

ン
ト
マ
イ
ム
に
ま
で
お
よ
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
賞
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
四
五
の
芝
居
を
監
督
し
、
そ
の

う
ち
一
七
曲
の
狂
言
を
監
督
し
て
い
る
。
ま
た
幽
玄
劇
団
と
し
て
は
、

一
九
七
八
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
能
・
狂
言
を
上
演
し
、
い
く
つ
か

の
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

論
文
の
序
論
で
は
、
狂
言
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
喜
劇
に
つ
い
て
の
比
較
、

ま
た
一
九
一

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
喜
劇
と
の
比
較
も
し
て
い
る
。

彼
女
は
狂
言
の
中
に
あ
る
人
間
的
な
ユ
ー
モ
ア
を
特
に
取
り
上
げ
、
「
狂

言
の
家
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
」
、
つ
ま
り
狂
言
の
稽
古
を
受
け
て
い
な
い

外
国
人
と
一
緒
に
、
い
か
に
外
国
語
で
狂
言
の
ユ
ー
モ
ア
を
表
現
す
る
か

が
、
自
分
の
人
生
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
第
一

章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ
た
「
狂
言
師
」
を
ど
の
よ
う
に
育
て

れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ド
イ
が
最
初
に
狂
言
を
上
演
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
大
学
教
授
と
し

て
、
自
分
の
生
徒
と
の
共
演
で
あ
る
が
、
狂
言
の
型
な
ど
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
武
術
な
ど
か
ら
使
用
で
き
そ
う
な
「
技
」
か
ら
、
呼
吸
法
を
取

り
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
た
。

彼
女
が
教
え
を
受
け
た
狂
言
師
野
村
万
作
に
常
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と

は、

狂
言
で
は
、
「
体
が
笑
う
」
「
体
が
泣
く
」

た
り
泣
い
た
り
す
る
の
で
は
な
い
。

の
で
あ
っ
て
、
顔
が
笑
っ

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
外
国
人
の
生
徒
が
演
技
す
る
際
、
表
情

豊
か
に
顔
で
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
す
る
た
め
、
顔
に
白
い
紙
の
マ
ス
ク
を
つ

け
、
自
分
の
顔
を
使
わ
ず
に
、
体
だ
け
で
感
情
を
表
現
す
る
訓
練
も
試
み
た
。

ド
イ
が
次
に
注
目
す
る
の
は
、
外
国
で
狂
言
を
上
演
す
る
際
の
観
客
の

反
応
で
あ
る
。
「
間
」
を
体
で
覚
え
て
い
る
狂
言
師
は
、
舞
台
に
た
だ
座
っ

て
い
る
だ
け
で
様
々
な
状
況
を
表
現
で
き
る
。
例
え
ば
、
狂
言
「
附
子
」

で
は
、
最
後
の
場
面
で
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
が
「
附
子
」
を
食
べ
切
り
、

主
人
役
の
役
者
が
「
附
子
」
が
空
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
こ
ろ

で
、
主
人
は
言
葉
を
発
せ
ず
、
体
も
動
か
さ
な
い
。
「
間
」
で
表
現
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
間
」
の
感
覚
が
体
に
馴
染
ん
で
い
な
い
外
国
人
は
、

身
体
を
動
か
さ
ず
に
観
客
に
感
情
を
伝
え
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で

あ
る
た
め
、
そ
の
場
に
「
小
舞
」
や
「
謡
」
を
時
別
に
入
れ
る
こ
と
で
、

状
況
を
説
明
す
る
工
夫
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
述
べ
る
。

ま
た
、
舞
台
に
関
し
て
の
問
題
で
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
能
舞
台

が
な
く
、
正
面
と
脇
正
面
が
な
い
た
め
、
脇
正
面
が
あ
る
と
想
像
し
て
演

ず
る
こ
と
は
、
壁
に
向
か
っ
て
役
者
が
語
り
か
け
る
こ
と
と
な
り
、
不
自

然
で
あ
る
。
そ
こ
で
ド
イ
は
、
舞
台
を
作
り
直
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
観
客
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て

舞
台
を
作
り
直
す
こ
と
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て

も
、
能
楽
堂
で
は
な
い
場
所
、
ホ
ー
ル
な
ど
で
上
演
す
る
場
合
は
同
様
の

349 



こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
橋
掛
か
り
が
な
け
れ
ば
、
あ
る
も
の
と
し
て
演

じ
る
な
ど
、
役
者
の
側
も
工
夫
を
し
て
い
る
。
状
況
に
よ
っ
て
舞
台
を
芝

居
に
合
わ
せ
、
ま
た
舞
台
の
形
に
芝
居
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
観
客
を
芝

居
の
世
界
に
引
き
込
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

一
方
、
ド
イ
が
取
り
上
げ
た
狂
言
「
附
子
」
の
最
後
の
場
面
で
は
、
「
間
」

で
状
況
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
「
小
舞
」
を
入
れ

た
り
「
謡
」
を
入
れ
る
こ
と
で
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
よ
い
の
か
悪
い
の

か
は
、
簡
単
に
は
判
断
し
が
た
い
。
観
客
に
芝
居
の
心
を
伝
え
る
こ
と
は

大
切
だ
が
、
役
者
が
狂
言
の
本
質
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
間
」
を
使
い
こ

な
せ
な
い
の
は
論
外
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
は
役
者
を
訓
練
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
形
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
の

解
決
で
あ
ろ
う
。
「
附
子
」
の
最
後
、
動
き
が
止
ま
っ
た
中
、
「
附
子
は
無

く
な
っ
た
」
と
、
た
だ
っ
ぶ
や
く
主
人
と
、
黙
っ
て
座
っ
て
い
る
二
人
の

家
来
と
い
う
状
況
が
面
白
さ
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

筆
者
の
チ
ェ
コ
で
の
上
演
経
験
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
「
間
」

の
面
白
さ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
も
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
も

し
状
況
を
説
明
す
る
た
め
に
「
小
舞
」
や
「
謡
」
を
入
れ
て
し
ま
う
と
、

舞
台
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
本
来
の
面
白
さ
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
「
間
」
が
作
る
面
白
さ
。
こ
こ
に
、
六

0
0
年

か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
型
の
本
質
が
あ
り
、
そ
れ
を
守
り
伝
え
て
ほ
し
い

と
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ド
イ
は
、
狂
言
の
擬
態
語
に
つ
い
て
も
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

擬
態
語
は
、
狂
言
の
ひ
と
つ
の
見
所
で
す
。
英
語
で
狂
言
を
上
涼

す
る
場
合
で
も
、
擬
態
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
、
日
本
語
ら

し
さ
、
そ
し
て
観
客
に
舞
台
の
上
の
雰
囲
気
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
語
の
「
音
」
を
、
そ
の
ま
ま
使
い
た
い
。
観
客
が
す
ぐ

に
そ
の
意
味
を
理
解
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
例
え
ば
「
柿
山
伏
」

で
は
、
畑
主
が
木
の
上
に
い
る
山
伏
を
見
つ
け
、
山
伏
に
対
し
て
「
あ

れ
は
犬
で
あ
る
。
犬
な
ら
鳴
く
。
鳴
か
な
い
の
な
ら
人
だ
」
と
言
う
。

山
伏
は
鳴
か
ね
ば
な
ら
ず
「
び
ょ
う
び
ょ
う
」
と
鳴
く
。
こ
の
よ
う
に
、

現
代
の
日
本
で
も
使
わ
れ
て
い
な
い
犬
の
鳴
き
声
「
び
ょ
う
び
ょ
う
」

で
は
あ
る
が
、
意
味
は
通
じ
な
く
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
観
客
の
笑
い

を
誘
う
。
や
は
り
、
擬
態
語
は
日
本
語
の
ま
ま
残
し
た
い
と
強
く
思

う
の
で
す
。
日
本
の
雰
囲
気
を
観
客
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
リ
ズ
ム

と
メ
ロ
デ
ィ
が
美
し
い
擬
態
語
が
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

他
の
流
派
か
ら
擬
態
語
を
取
り
入
れ
た
り
も
し
ま
す
。
例
え
ば
「
瓜

盗
人
」
の
中
で
盗
人
が
庭
に
盗
み
に
入
る
場
面
で
、
和
泉
流
で
は
擬

態
語
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
蔵
流
で
は
擬
態
語
を
使
い
ま
す
の
で
、

茂
山
家
の
擬
態
語
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壁
を
の
こ
ぎ
り
で

切
る
場
面
の
擬
態
語
は
「
ズ
カ
ズ
カ
ズ
カ
」
で
す
。
こ
れ
を
英
訳
し

よ
う
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
音
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
パ
ン
ト

マ
イ
ム
に
合
わ
せ
て
「
ズ
カ
ズ
カ
ズ
カ
」
を
そ
の
ま
ま
使
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
観
客
は
よ
り
そ
の
場
面
を
実
感
で
き
ま
す
。
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ド
イ
は
、
コ
ミ
ン
ズ
と
同

様
に
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
重
要

視
し
、
極
力
、
日
本
語
の
リ

ズ
ム
を
保
っ
た
ま
ま
翻
訳
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強

調
す
る
。
ま
た
、
新
作
狂
言

の
可
能
性
、
全
く
別
の
ジ
ャ

ン
ル
の
演
劇
を
狂
言
の
型
や

技
を
用
い
て
上
演
す
る
こ
と

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

英
語
圏
の
文
化
に
昔
か
ら
存

在
す
る
も
の
を
、
狂
言
の
中

に
反
映
す
べ
き
か
ど
う
か
、
日
本
古
来
の
こ
と
わ
ざ
や
、
た
と
え
話
を
、

そ
の
ま
ま
使
用
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
に
昔
か
ら
伝
わ
る
こ
と

わ
ざ
や
日
常
使
わ
れ
て
い
る
た
と
え
に
変
更
し
た
方
が
よ
い
の
か
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ド
イ
は
、
研
究
の
た
め
の
百
パ
ー
セ
ン

ト
正
し
い
翻
訳
で
は
な
く
、
観
客
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
な

翻
訳
を
優
先
し
て
い
る
。
「
柿
山
伏
」
で
は
、
山
伏
が
木
の
上
に
登
っ
て

柿
を
食
べ
る
場
面
で
、
観
客
に
分
か
り
や
す
く
セ
リ
フ
を
加
え
た
り
、
ま

た
「
兎
」
と
い
う
小
舞
で
は
「
…
…
兎
じ
ゃ
」
と
終
わ
る
と
こ
ろ
を
、
「
イ
ー

ス
タ
ー
バ
ニ
ー
」
と
、
リ
ズ
ム
も
メ
ロ
デ
ィ
も
ぴ
っ
た
り
合
う
単
語
に
変

え
て
い
る
。
「
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー

(11
三
月
の
兎
）
」
と
い
え
ば
、
か
わ
い

幽玄劇団による狂言『宗論』の実演 (2009年）（14)

ら
し
く
、
欧
米
に
お
い
て
は
、
観
客
の
心
に
気
持
よ
く
響
き
、
場
面
を
想

像
し
や
す
い
の
で
あ
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
単
語
の
内
容
も
正
し
く
、

ま
た
観
客
に
も
伝
わ
り
や
す
い
「
た
と
え
」
が
英
語
に
存
在
す
る
と
す
れ

ば
、
積
極
的
に
使
用
す
べ
き
だ
と
執
箪
者
も
考
え
て
い
る
。

次
に
、
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
翻
訳
狂
言
「
清
水
』
、

『
末
広
が
り
』
、
そ
し
て
『
濯
川
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
稿
で
は
、
数

多
く
あ
る
狂
言
の
翻
訳
作
品
の
中
で
も
、
狂
言
の
稽
古
を
実
際
に
受
け
、

長
く
狂
言
と
触
れ
合
っ
て
き
た
翻
訳
者
に
よ
る
翻
訳
作
品
を
中
心
に
紹
介
、

分
析
し
た
い
と
思
う
。

ニ
ー
一
狂
言
『
清
水
』

狂
言
『
清
水
』

(
S
p
r
i
n
g
W
a
t
e
r
)

の
翻
訳
者
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
ユ

リ
コ
・
ド
イ
と
、
同
じ
く
幽
玄
劇
団
の
団
員
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ル
ズ
・
ル
イ

(15) 
ス
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ル
ズ
・
ル
イ
ス
は
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
で
、
一
九
九
三
年
か
ら
幽

玄
劇
団
に
参
加
。
狂
言
作
品
を
中
心
に
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
演
劇
に
も

多
く
参
加
し
て
い
る
。
序
論
で
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
幽
玄
劇
団
に
参
加

(16) 

し
、
日
本
で
エ
マ
ー
ト
・
リ
チ
ャ
ー
ド
、
松
井
あ
き
ら
と
共
同
研
究
、
共

同
公
演
を
行
い
、
ま
た
野
村
四
郎
に
狂
言
、
小
鼓
、
能
の
稽
古
を
受
け
た

(17) 

経
験
を
持
つ
モ
ア
・
ユ
ビ
リ
ス
が
執
箪
に
協
力
し
て
い
る
。

現
代
に
お
け
る
狂
言
台
本
の
翻
訳
の
分
析
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幽玄劇団による狂言「清水』の実演 (18)

序
論
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
清
水
」
が
、
幽
玄
劇
団
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
幽
玄

劇
団
が
『
清
水
」
を
選
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
「
仮
面
（
マ
ス
ク
）
」

"
「
面
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
演
者
に
と
っ
て
体
力
を
使
う
大
変
な

曲
目
で
あ
る
分
、
観
客
に
と
っ
て
見
応
え
が
あ
り
、
面
白
い
作
品
で
あ
る
、

と
い
う
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
中
で
、
「
（
翻
訳
）
台
本
」

が
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
台
本
は
基
本
と
な
る
大
切
な
も
の
で

あ
る
が
、
狂
言
の
す
べ
て
を
表
す
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
重
視

し
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
簡
単
に
、
直
訳
を
心
掛
け
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
「
清
水
」
が
地
名
で
あ
る
こ
と
や
、
文
字
の
「
清
」

(
p
u
r
e
)

と
「
水
」

(
w
a
t
e
r
)

に
つ
い
て
説
明
し
、

「
ハ
ル
（
張
）
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
は
広
辞
苑
を
引
い
て

「
ゆ
る
み
な
く
引
き
締
ま
る
こ

と
で
、
す
べ
て
の
力
を
出
す
」

こ
と
で
、
謡
の
場
合
、
高
い

音
程
を
謡
う
こ
と
で
あ
る
、

と
解
説
す
る
。

ま
た
、
狂
言
に
お
い
て
「
ハ

ル
」
と
い
う
行
為
は
、
二
文

字
目
の
音
節
を
強
く
発
声
す

る
こ
と
、
強
調
し
た
い
台
詞

に
お
い
て
、
息
を
強
く
吐
き
な
が
ら
発
声
す
る
こ
と
で
、
観
客
に
、
よ
り

そ
の
状
況
を
伝
え
る
、
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
も
解
説
し
て
い
る
。

「
オ
サ
エ
ル
」
と
い
う
行
為
の
解
説
で
は
、
ド
イ
に
よ
る
と
、
狂
言
に

お
い
て
「
ハ
ル
」
と
「
オ
サ
エ
ル
」
と
い
う
行
為
は
狂
言
の
基
本
的
な
型
で
、

強
い
（
盛
り
上
が
る
）
場
面
で
は
「
ハ
リ
」
、
最
後
は
落
ち
着
き
、
収
束
に

向
か
っ
て
「
オ
サ
エ
ル
」
、
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
、
狂
言
の
魅
力
の
一
っ

で
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
狂
言
師
の
石
田
幸
雄
が
翻

(19) 

訳
を
試
み
た
例
か
ら
、
英
語
の
場
合
、
強
調
し
た
い
場
合
に
は
、
長
い
母

音
を
も
つ
単
語
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
音
の
み
で
は
「
ハ

ル
」
状
態
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
は
『
清
水
」
の
中
で
、
例
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
「
清

水
」
に
行
っ
て
水
を
汲
ん
で
く
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
太
郎
冠
者
が
主
人
に
、

「
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
「
知
っ

て
」
を
強
調
す
る
が
、
翻
訳
す
る
際
に
は
、
「
I

d
o
 k
n
o
w
」
と
「
d
o
」
を

上
手
く
使
う
こ
と
で
、
そ
の
状
況
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
で
き
る

だ
け
母
音
で
終
わ
る
言
葉
を
文
章
の
後
ろ
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
「
ハ

ル
」
と
「
オ
サ
エ
ル
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
き
れ
い
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

次
に
ド
イ
は
、
能
と
狂
言
の
上
演
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
ど
の
場
所
に

ど
の
狂
言
を
持
っ
て
く
る
か
に
つ
い
て
は
、
序
破
急
を
保
つ
上
で
も
、
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。

「
清
水
j

は
太
郎
冠
者
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
清
水
」
の
太
郎
冠

者
と
、
「
附
子
」
の
太
郎
冠
者
で
は
、
観
客
の
受
け
る
印
象
は
全
く
違
う
。

352 



ま
た
、

和
泉
流
で
は
、
「
清
水
j

は
太
郎
冠
者
物
だ
が
、
鬼
、
山
伏
物
と

す
る
説
も
あ
る
。
幽
玄
劇
団
の
二
年
に
わ
た
る
『
清
水
』
上
演
に
お
い
て
、

英
訳
さ
れ
た
「
清
水
l

は
、
太
郎
冠
者
も
の
と
は
ま
た
違
っ
た
印
象
を
観

客
に
与
え
た
、
と
ド
イ
は
実
感
し
て
い
る
。

次
に
『
清
水
l

の
台
本
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
た
い
。

ま
ず
「
名
乗
り
」
で
あ
る
が
、
芝
居
の
た
め
の
公
演
で
あ
る
の
で
、
登
場
人

物
が
舞
台
に
上
が
る
と
こ
ろ
か
ら
、
動
き
が
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
詳
細
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。

主
人
が
舞
台
に
登
場
し
、
太
郎
冠
者
か
後
ろ
に
付
い
て
い
る
。
太
郎

冠
者
が
座
り
、
主
人
が
名
乗
り
座
に
お
さ
ま
り
、
名
乗
り
が
始
ま
る
。

(
M
A
S
T
E
R
 
enters f
r
o
m
 upstage 
right, follo葵
ed
by 
T
A
R
O
K
A
J
A
,
 

さ

ho
sits facing front upstage 
center, 
while 
the 
M
A
S
T
E
R
 crosses 

slightly downstage right.) 

M
A
S
T
E
R
:
 I
 a
m
 a
 m
a
n
 f
r
o
m
 this 
area. 
T
h
e
s
e
 days, y
o
u
 

s
e
e
 t
e
a
 
g
a
t
h
e
r
i
n
g
s
 h
e
l
d
 
here, 
t
h
e
r
e
 
a
n
d
 e
v
e
r
y
w
h
e
r
e
.
 

T
h
e
y
 h
a
v
e
 b
e
c
o
m
e
 e
x
t
r
e
m
e
l
y
 p
o
p
u
l
a
r
.
 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 

w
h
i
c
h
,
 I
 will 
call 
m
y
 se
r
v
a
n
t
 T
a
r
o
 K
a
j
a
 a
n
d
 g
i
v
e
 
h
i
m
 

instructions. 
(Crosses to 
downstage left) 
T
a
r
o
 Kaja, a
r
e
 y
o
u
 

t
h
e
r
e
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (Crossmg to 
upstage right) 
H
a
a
a
.
 

M
A
S
T
E
R
:
 (Facing T
A
R
O
 K
A
J
A
)
 T
h
e
r
e
 y
o
u
 are. 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (Bowing) 
I
n
 y
o
u
r
 p
r
e
s
e
n
c
e
.
 

M
A
S
T
E
R
:
 T
h
a
t
 w
a
s
 quick. 
T
h
e
r
e
 is 
n
o
 special 
r
e
a
s
o
n
 

w
h
y
 I
 ha
v
e
 called y
o
u
 here, b
u
t
 t
h
e
s
e
 d
a
y
s
 y
o
u
 s
e
e
 tea 

g
a
t
h
e
r
i
n
g
s
 h
e
l
d
 h
e
r
e
…
（
略
）

主
人
が
太
郎
冠
者
を
呼
ぶ
場
面
、
「
や
い
や
い
、
太
郎
冠
者
」
を
「
A
r
e

y
o
u
 t
h
e
r
e
?
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
明
確
に
二
人
称
を
使
っ
て
直
接
太

郎
冠
者
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。
太
郎
冠
者
が
、
「
ハ
ァ

S
」「
I
n
y
o
u
r
 

p
r
e
s
e
n
c
e
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
で
も
、
ひ
と
つ
の
動
作
に
つ
き
、
逐
一
動

き
の
説
明
を
付
け
て
い
る
。

主
人
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
座
る
位
置
、
座
り
方
、
ま
た
ど
こ
に
桶
を

置
く
か
な
ど
、
事
細
か
に
指
示
さ
れ
て
お
り
、
狂
言
を
見
た
こ
と
が
な
い

人
間
が
初
め
て
こ
の
台
本
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
状
況
が
す
べ
て
把
握
で

き
る
く
ら
い
に
詳
細
な
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。

M
A
S
T
E
R
:
 (Stepping 
back) 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 w
h
i
c
h
,
 
I
 h
a
v
e
 

invited 
e
v
e
r
y
o
n
e
 o
v
e
r
 t
o
m
o
r
r
o
w
 for 
tea. 
W
h
i
c
h
 w
a
t
e
r
 

d
o
 y
o
u
 t
h
i
n
k
 w
o
u
l
d
 b
e
 b
e
s
t
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 I
 w
o
n
d
e
r
 (facing front) 
w
h
i
c
h
 o
n
e
 w
o
u
l
d
 

b
e
 b
e
s
t●
 

M
A
S
T
E
R
:
 (Facing front) 
W
h
i
c
h
 w
o
u
l
d
 b
e
 t
h
e
 b
e
s
t●
 

次
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
擬
音
語
、
擬
態
語
だ
け
で
は
な
く
、
台
本
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S
丑
や
D
J怜
幡
g
如
や
S
叫
狙
邑
王
⇒
ャ
ニ
心
睾
宅
茶
埒
心
’
心
;
,
,
;
-
-
-
祖
毬
ノ

母
‘
心゚

M
A
S
T
E
R
:
 (Facing T

A
R
O
 KAJA) T
h
a
t
 is 
a
 fine 
idea. 
Well 

then, 
while 
I
 realize 
it 
is 
a
 great imposition, 

(stepping 

forward) 
I
 order y
o
u
 to g
o
 a
n
d
 d
r
a
w
 s
o
m
e
 water. 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 
(
B
o
w
仇
g)
K
a
s
h
i
k
o
m
a
t
t
e
 
g
o
z
a
r
u
.
 

[Expresses the 
servant・ 
s
 humility t

o
w
a
r
d
 the master, 

as in 
"I 
understand and obey."] B

u
t
 as 

I
 ha
v
e
 things 
to 
take 
care of 
in 
the 
house, 
won't y
o
u
 

please ask Jiro Kaja to 
go? 

州
-
<
茶
牧
苺
L坦
押
旦
＇
迦
妥
旦
ぬ
0
ヤ
妥
如
榮
ぐ
や
▽
心
吋
9因
也ヽ
氏
心

匁
＇
牧
器
溢
抑
社
俎
批
避
如
⇒
ヤ「全,.._)ト

J
悩
0
い
J切
心
」
刈
梨
恥
む
Q

寄
湮
’
卜
J
卜
）
や
翌
帆
薔
回
e
4
叫
も
や
投
'
[
I
l怜
晦
や
「
全
⇒
卜
）
冊
0
や
り

'>/ll 
r,Q
」
4
掬
ぺ
ぬ
ギ
心
゜
や
S
等
e
翁
湮
や
.,p'
兵
器
選
如
ヤ
心
経
は
投

念
ヤ
D
J
怜
哩
や
「
全
⇒
卜J
弼
0
ヤ
iJ
恥
心
」
心
紬
9尺
ャ
ニ
心
卜
い
J,
-¥¥-6
心
'

「ギ
I卜
」
「
ヤ
ギ
」
「
H
←
H
←
’
ギ
へ
土
ト
」
「
キ
Iト
f¥-':j::--1
卜
出
」
さ
勾
茶
'

ゃ
S
悩
悩
エ
姿
晦
や
出
兵
菜
ヤ
3
心
リ
4
如
ぺ
ヤ
.
,
p
'
I
J
菜
心
e
ト
△
一

＇
ぺ
条
＇
苓
回
-
<
ユ
裳
⇒
ヤ
器
製
晦
’
崇
甘
m
晦
S
サ
9ぐ
心
岳
縣
如
仲
＾
べ
心
恙

面
心
晰
心
⇒
ャ
ニ
心
S
や
投
さ
3
全
'
4
袖
9代
心
＃
心
゜
埋
旦
'
k
器
製

神
条
「
禦
ユ
郡
兵
菜
心
」
匁
，
H-<
ユ
澁
9約
9
4
f
J
ぐ
や
豆
「
e9
で＇畿
⇒
＆」

..¥) 
[Il怜
晦
心
坦
0
ヤ
3
内
°
憮
藉
和
が
唄
⇒
心
ツ
心
企
'
#
困
＆
投
器
製
脚

S
令
茫
（
怜
荊
ユ
楽
⇒
ぐ
や
3
心
e
ゃ
立
さ
v
'
,王
<
如
疋
祁
中
9へ
心
⇒
ャ
2
心
IIIIn

撒
心
昭
凶
⇒
心
令
e
盆
叩
）
条

r
卜J
~
瞭
2
m
怜
晦
ユ
改
袋
心
菜
＇
謳
姉
旦
妥

中
＃
豆
十
<
~
ユ
屯
心
0
ヤ
3
心
全
S
4
I
l
l
i
兵
ぷ
r-Qo

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 Heeeee. 

M
A
S
T
E
R
:
 (Stepping toward 

T
A
R
O
 K
A
J
A
)
 
Eeeeeei. 

(He 

circles 
left, 
crosses 
to 
upstage 
left, 
faces front and sits. 

T
A
R
O
 

K
A
J
A
 faces front.) 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (Stepping toward M

A
S
T
E
R
)
 Ah! 
(Turns to 

砂
stage
right and then faces front.) 

Satemo, Satemo. W
h
a
t
 a
 

bothersome task I
 have b
e
e
n
 given. E
v
e
n
 a
 wo
m
a
n
 or a
 

child 
can d
o
 piddling tasks like 

d
r
a
w
i
n
g
 water. Y
e
t
 the 
!b て゜

m
a
s
t
e
r
 orders m

e
 around, 
"Taro Kaja g

o
 there. 
T
a
r
o
 

Kaja c
o
m
e
 here!" 
A
t
 this 
rate, 
neither m

y
 b
o
d
y
 nor m
y
 

bones will 
hold out m

u
c
h
 longer. 
Yoshi. 
I
 will 
go this 

time'. 
but things 

like 
this 
can b
e
c
o
m
e
 a
 ba
d
 habit. 
I
 

w
o
n
d
e
r
 if 
there 
is 
a
n
y
 w
a
y
 I
 ca
n
 avoid 
going? 
Iya! 

T
h
e
r
e
 is 
something I

 can do. 
First, 
this 
w
o
o
d
e
n
 bucket 

I'll 
leave 
right 
here. 
(He crosses 

upstage, 
leaves kazuraoke, 

returns 
to 
upstage 
right 
a
n
d
 faces front. 

S
t
a
m
が
ng)
N
o
 

kanashiya! [Oh h
o
w
 sad] 
(With body sideways, 

cross
切
g
center; 

back, 
and center again, 

hands over his ears) 
A

—
aita aita! 
A
-

aita aital 
A

—
aita aita! [

A
 cry of pain.] 



M
A
S
T
E
R
:
 (Stands a
n
d
 steps for葵
ard)
K
o
r
e
 w
a
 i
k
a
n
a
 koto. 

[
A
n
 e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
o
f
 c
o
n
s
t
e
r
n
a
t
i
o
n
`
a
s
 
in 
"this 
will 
n
e
v
e
r
 

d
o
"
 
o
r
 "
w
h
a
t
 is 
g
o
i
n
g
 on?"] 
(Crossing downstage) 
T
h
a
t
'
s
 

T
a
r
o
 Kaja's voice. 
(Crossing to 
T
A
R
O
 K
A
J
A
)
 Yai, T
a
r
o
k
a
j
a
.
 

W
h
a
t
'
s
 t
h
e
 m
a
t
t
e
r
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 W
h
o
 is 
it●
 

こ
の
ほ
か
、
日
本
語
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
個
所
と
し
て
は
、
太

郎
冠
者
が
鬼
に
化
け
て
、
主
人
に
対
し
て
「
私
を
見
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
場
面
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
英
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
観
客
に

状
況
を
理
解
さ
せ
、
そ
の
後
は
日
本
語
で
「
見
た
ら
ば
、
取
っ
て
噛
む
ぞ
」

と
臨
場
感
を
出
し
て
い
る
。
主
人
も
「
見
る
こ
と
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
」

と
日
本
語
で
答
え
る
が
、
観
客
に
は
そ
の
場
の
状
況
が
理
解
で
き
て
い
る

の
で
、
笑
い
を
誘
う
。

ま
た
、
戻
っ
た
太
郎
冠
者
が
主
人
に
、
鬼
に
襲
わ
れ
た
様
子
を
説
明
す

る
場
面
で
は
、
主
人
が
太
郎
冠
者
の
声
を
聞
い
て
「
も
し
や
太
郎
冠
者
が

鬼
に
化
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
い
、
太
郎
冠
者
に
鬼
の
台
詞
を

言
わ
せ
る
と
、
太
郎
冠
者
は
「
取
っ
て
噛
も
う
」
と
、
つ
い
つ
い
鬼
の
声

色
で
答
え
て
し
ま
う
。
山
中
で
鬼
に
化
け
た
際
に
す
で
に
日
本
語
の
台
詞

を
使
っ
て
い
る
た
め
、
観
客
も
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

こ
の
場
面
で
の
面
白
さ
が
よ
り
際
立
つ
の
で
あ
る
。

物
語
の
最
後
、
太
郎
冠
者
が
鬼
に
化
け
て
い
た
こ
と
が
主
人
に
ば
れ
て
、

謝
る
台
詞
「
あ
あ
、
ご
許
さ
せ
ら
れ
ま
せ
」
か
ら
、
主
人
の
「
な
ん
の
許

せ
と
は
。
あ
の
横
着
も
の
。
や
る
ま
い
ぞ
、
や
る
ま
い
ぞ
」
に
か
け
て
、

以
下
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
台
詞
が
日
本
語
で
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
様
子
か
ら
、
観
客
は
物
語
の
流
れ
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
言
葉
は
理

解
で
き
な
く
と
も
面
白
さ
の
余
韻
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (Crossing center) 
T
o
t
t
e
 k
a
m
o
!
 C
a
t
c
h
 a
n
d
 

g
n
a
w
!
 T
o
t
t
e
 k
a
m
o
!
 

M
A
S
T
E
R
:
 (Circling 
letf to 
d
o
w
n
s
t
a
g
e
 
left) 
A
a
a
a
a
h
!
 

G
o
y
u
r
u
s
a
r
e
m
a
s
e
.
 P
l
e
a
s
e
s
p
a
r
e
 
m
e
.
 O
s
o
r
o
s
h
i
 ya. 
H
o
w
 

horrifying. 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 Yai. 

M
A
S
T
E
R
:
 (Sitting; facing upstage right, 
he bows deeply touching 

注
s
h
eミ
d
tothe ground) 
H
e
.
 

最
後
に
注
釈
で
触
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
点
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
「
清
水
」
と
い
う
土
地
に
つ
い
て
、
播
磨
の
国
、
印
南
野
に
あ
る

地
名
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
次
に
、
二
文
字
目
の
音
節
を
強
く
発
声
す
る
こ

と
を
本
文
で
も
、
注
釈
で
も
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
狂
言
「
清
水
」
は
、

太
郎
冠
者
物
と
は
限
ら
ず
、
流
派
に
よ
っ
て
は
鬼
、
山
伏
物
に
も
分
類
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ニ
ー
ニ
狂
言
『
末
広
が
り
』

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
狂
言
『
末
広
が
り
』

(
T
h
e
F
a
n
 of Felicity) 
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で
あ
る
。
翻
訳
者
ツ
バ
キ

•
T

・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
は
、
一
九
六
八
年
、
ア

メ
リ
カ
で
四
世
野
村
万
蔵
が
狂
言
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
際
に
初
め
て
狂
言
と

出
会
い
、
そ
の
後
、
万
蔵
の
息
子
、
野
村
万
作
の
も
と
で
狂
言
の
稽
古
を
し
、

万
蔵
の
四
男
に
、
能
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
カ
ン
ザ
ス
大
学
で
初
め
て

自
分
の
英
訳
に
よ
る
狂
言
を
上
演
し
た
一
九
七

0
年
代
以
降
、
数
多
く
の

能
・
狂
言
を
翻
訳
し
、
ア
メ
リ
カ
全
土
で
公
演
を
行
っ
た
。
一
九
九
二
年

に
は
日
本
の
国
際
演
劇
祭
で
も
英
語
に
よ
る
狂
言
を
上
演
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
東
海
岸
で
公
演
し
た
の
を
最
後
に
狂

言
の
上
演
活
動
に
終
止
符
を
打
ち
、
二

0
0
0
年
五
月
に
カ
ン
ザ
ス
大
学

を
退
官
し
た
。

(20
)
 

ツ
バ
キ
は
、
狂
言
「
末
広
が
り
」
が
、
ワ
キ
狂
言
に
分
類
さ
れ
る
こ
と

を
説
明
し
た
の
ち
、
ワ
キ
狂
言
、
大
名
狂
言
そ
れ
ぞ
れ
に
登
場
す
る
「
大
名
」

を
個
別
の
も
の
と
し
て
説
明
す
る
。
そ
し
て
狂
言
「
萩
大
名
」
と
の
比
較

を
通
し
て
、
「
末
広
が
り
」
に
登
場
す
る
大
名
の
お
め
で
た
さ
、
「
萩
大
名
」

の
大
名
の
頓
珍
漢
な
面
白
さ
を
解
説
し
て
い
る
。

「
末
広
が
り
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
ツ
バ
キ
は
ま
ず
、
京
都

で
は
扇
子
の
こ
と
を
「
末
広
が
り
」
と
呼
ぶ
こ
と
、
「
広
げ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
」
つ
ま
り
「
扇
子
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
狂
言
の

中
で
、
太
郎
冠
者
が
「
末
広
が
り
」
の
意
味
を
知
ら
ず
、
扇
子
と
傘
を
勘

違
い
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
る
珍
騒
動
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。

続
い
て
、
太
郎
冠
者
が
町
に
出
か
け
る
時
に
歌
う
歌
か
ら
、
「
傘
」
と
「
春

日
山
」
の
言
葉
遊
び
を
、
ま
た
太
郎
冠
者
が
主
人
を
和
ま
せ
よ
う
と
歌
う

歌
の
中
に
出
て
く
る
「
春
日
山
」
に
「
神
」
を
掛
け
て
い
る
こ
と
を
解
説

~
ラ

す
る
。ツ
バ
キ
は
他
に
、
狂
言
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
囃
子
が
「
末
広
が

り
」
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
ま
た
太
郎
冠
者
を
騒
す
ス
ッ
パ
（
悪

役
）
に
つ
い
て
は
、
「
六
地
蔵
」
等
を
例
に
出
し
て
、
そ
の
役
柄
や
性
質
を

解
説
し
て
い
る
。

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
狂
言
に
使
わ
れ
る
日
本
語
、
特
に
擬
態
語
に

つ
い
て
で
あ
る
。
「
ヤ
イ
ヤ
イ
」
「
コ
ン
コ
ン
」
を
そ
の
ま
ま
台
詞
と
し
て

残
す
だ
け
で
は
な
く
、
能
管
が
出
て
く
る
場
面
で
は
、
「
ヒ
ャ
ー
リ
ヒ
ャ

オ
ヒ
ャ
リ
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
、
音
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え

て
い
る
。

さ
て
、

カンサス大学による 「末広がりj
の上演 (1992年）（21)

一
九
六

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
歌
舞
伎
を
中
心
に
能
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
狂
言
は
ま
だ
一
段
下
に
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
ツ
バ
キ
は
狂
言
と
出
会
っ
た
と
き
か
ら
、

狂
言
の
面
白
さ
を
理
解
し
、
狂
言
の
魅
力
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
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後
、
自
ら
狂
言
を
修
行
し
、
上
演
し
て
き
た
経
験
を
通
し
て
、
難
し
い
状

況
の
中
で
、
い
か
に
外
国
人
が
狂
言
を
学
ぶ
べ
き
か
、
ま
た
活
動
し
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
中
で
も
、
型
を
真
似
る
だ
け
な
ら

ば
練
習
を
積
む
こ
と
で
あ
る
程
度
上
達
で
き
て
も
、
そ
の
中
か
ら
自
然
な

笑
い
を
引
き
出
す
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
。

さ
て
、
狂
言
の
翻
訳
台
本
で
は
、
「
主
人
が
登
場
」
「
太
郎
冠
者
が
後
ろ

に
付
く
」
「
主
人
が
舞
台
中
央
に
出
る
」
「
太
郎
冠
者
が
主
人
の
斜
め
後
ろ

右
に
座
る
」
な
ど
、
卜
書
き
の
多
さ
に
気
づ
く
。
そ
し
て
主
人
の
名
乗
り

が
始
ま
る
。(

M
A
S
T
E
R
 en号
s,
followed by 
T
A
R
O
 K
A
J
A
.
 M
A
S
T
E
R
 proceeds 

to 
d
o
昔
stage
center; a
n
d
 T
A
R
O
 K
A
J
A
 

M
A
S
T
E
R
:
 I
 a
m
 a
 m
a
n
 of g
r
e
a
t
 m
e
a
n
s
.
 S
i
n
c
e
 
this 
is 
a
 

p
e
a
c
e
f
u
l
 a
n
d
 a
u
s
p
i
c
i
o
u
s
 i
m
p
e
r
i
a
l
 reign, n
o
t
 o
n
l
y
 t
h
o
s
e
 of 

t
h
e
 
h
i
g
h
 class, 
b
u
t
 also 
t
h
o
s
e
 
of t
h
e
 low, 
a
r
e
 b
l
e
s
s
e
d
 

w
i
t
h
 t
h
e
 j
o
y
o
u
s
 s
e
a
s
o
n
 o
f
 t
h
e
 
N
e
w
 Y
e
a
r
.
 A
s
 a
l
w
a
y
s
,
 

f
o
l
l
o
w
i
n
g
 t
h
e
 
h
a
p
p
y
 p
r
e
c
e
d
e
n
t
,
 
a
 feast 
I
 shall 
provide. 

F
o
r
 t
h
e
磨
e
s
t
of h
o
n
o
r
 I
 ha
v
e
 c
h
o
s
e
n
 a
 su
e
h
i
r
o
g
a
r
i
 a
s
 a
 

四
ft.
First, t
h
a
t
 e
a
s
y
,
g
o
i
n
g
 s
e
r
v
a
n
t
 of m
i
n
e
 I
 will call out, 

a
n
d
 tell 
h
i
m
 t
o
 t
a
k
e
 c
a
r
e
 of this. 
(He begins crossing to 
the 

怠迂符
a.）

Yat,
yai, is 
a
n
y
 o
n
e
 t
h
e
r
e
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 Y
e
s
,
 sir. 

M
A
S
T
E
R
:
 Is a
n
y
o
n
e
 t
h
e
r
e
?
 

Y
 ai 
yai, 
is 
a
n
y
o
n
e
 t
h
e
r
e
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (
H
e
 crosses to 
thejoza a
n
d
 faces the M
A
S
T
E
R
.
)
 

Certainly, sir. 

M
A
S
T
E
R
:
 T
h
e
r
e
 y
o
u
 are. 

T
A
R
O
 K
A
]
 A:
 
In y
o
u
r
 p
r
e
s
e
n
c
e
.
 

注
目
す
べ
き
は
、
「
末
広
が
り
』
と
い
う
言
葉
が
、
日
本
語
で
名
乗
り

の
中
に
塗
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

I

末
広
が
り
』
が
何
で
あ
る
の
か
、

英
語
で
の
説
明
が
な
い
た
め
、
観
客
も
太
郎
冠
者
と
同
じ
心
境
で
物
語
が

進
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
主
人
が
太
郎
冠
者
を
呼
ぶ
場
面
に
も
興
味
深
い
パ
タ
ー
ン
が
見

ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
「
や
い
や
い
」
と
日
本
語
を
使
い
、
「
誰
か
こ
こ
に

い
る
か
？
」
と
、
太
郎
冠
者
を
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
「
誰
か
」
い

る
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
た
め
、
英
語
の
二
人
称
で
は
な
く
、
三
人
称

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ト
書
き
の
中
に
、

M
A
S
T
E
R
:
 
(
中
略
）

First.
that e
a
s
y
,
g
o
i
n
g
 s
e
r
v
a
n
t
 of m
i
n
e
 

I
 will 
call 
out,
苔
d
tell 
h
i
m
 to 
t
a
k
e
 c
a
r
e
 of this. 
(He begins 

g
s
s
i
n
g
 to 
the
葵
差
za.）

Y
at. 
yai, is 
a
n
y
 o
n
e
 t
h
e
r
e
?
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T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 Y
e
s
,
 sir. 

M
A
S
T
E
R
:
 Is a
n
y
o
n
e
 t
h
e
r
e●
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (
H
e
 crosses to 
the joza a
n
d
 faces the M
A
S
T
E
R
.
)
 

Certainly, sir. 

と
い
う
言
葉
が
み
え
る
が
、
「
脇
座
」
と
い
う
単
語
を
一
種
の
専
門
用
語
と

し
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
他
の
箇
所
で
は
「
上
座
」
と
い
う

言
葉
を
も
専
門
用
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
卜
書
き
が
逐
一
記
さ
れ
て
い
た
「
消
水
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
[
末

広
が
り
j

に
お
い
て
も
、
「
主
人
が
ど
の
方
向
に
顔
を
向
け
て
い
る
」
「
何

を
し
て
い
る
」
「
後
ろ
に
下
が
る
」
「
座
る
」
な
ど
、
動
き
の
ほ
と
ん
ど
に

ト
書
き
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

文
体
に
注
目
す
る
と
、
太
郎
冠
者
が
「
末
広
が
り
」
を
買
い
に
行
か
さ

れ
て
独
り
言
を
言
う
場
面
で
、
英
語
と
し
て
は
あ
ま
り
自
然
と
は
言
え
な

い
言
い
回
し
が
使
わ
れ
て
い
る
。

M
A
S
T
E
R
:
 W
e
l
l
 t
h
e
n
`
a
r
e
 y
o
u
 r
e
a
d
y
 to g
o
 n
o
w
?
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 W
h
e
n
e
v
e
r
,
 a
s
 y
o
u
 please. 

M
A
S
T
E
R
:
 I
n
 that c
a
s
e
 l
e
a
v
e
 right n
o
w
 /Jaces front) 
a
n
d
 

c
o
m
e
 b
a
c
k
 soon. 

T
A
R
O
 R
A
J
 A:
 Y
e
s
,
 sir. 

M
A
S
T
E
R
:
 (Faces T
A
R
O
 K
A
J
A
.
)
 Right. 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (Steps back.) 
Certainly, sir. 

M
A
S
T
E
R
:
 G
o
o
d
.
 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 
Y
e
s
.
 sir. 

(
M
A
S
T
E
R
 crosses a
n
d
 sits 
n
e
a
r
 the 
upstage 
left 
pillar 
while 

T
A
R
O
 K
A
J
A
 crosses to the joza a
n
d
 faces front.) 

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 
I
 

T
h
i
s
 is 
a
n
 u
r
g
e
n
t
 e
r
r
a
n
d
 I
 w
a
s
 given. 

W
i
t
h
o
u
t
 d
e
l
a
y
 
I
 s
h
o
u
l
d
 h
u
r
r
y
.一
（

H
e
crosses 
downstage, 

beginning a
 counter clockwise 
triangular path around the 
stage 

used to 
travel.) 
I
n
 t
r
u
t
h
 I
 ha
v
e
 n
o
t
 y
e
t
 s
e
e
n
 t
h
e
 sights of 

M
i
y
a
k
o
,
 t
h
e
 
capital•Here 

I
 a
m
 luckily o
n
 m
y
 w
a
y
 there. 

（略）

囲
み
の
部
分
の
よ
う
に
、
述
語
を
最
後
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
台
詞

に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
場
面
に
面
白
い
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

太
郎
冠
者
が
「
末
広
が
り
、
末
広
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
泣
き
な

が
ら
歩
い
て
い
て
ス
ッ
パ
に
出
会
う
場
面
で
は
、
こ
の
と
き
も
「
末
広
が

り
」
は
日
本
語
の
ま
ま
で
あ
り
、
観
客
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
太
郎

冠
者
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
も
翻
訳
の
巧
み
な
技
と
効

果
を
見
こ
と
が
で
き
る
。

家
に
戻
り
、
扇
子
と
傘
を
間
違
え
た
こ
と
を
主
人
に
叱
ら
れ
た
太
郎
冠

者
は
、
始
め
の
う
ち
こ
そ
し
ょ
げ
て
い
る
も
の
の
、
主
人
の
機
嫌
を
直
す

た
め
に
歌
い
踊
り
始
め
る
。
こ
の
間
の
動
き
は
、
下
記
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体

で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
卜
書
き
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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(
T
A
R
O
 K
A
J
A
 b
e
g
m
s
 s
t
a
m
p
i
n
g
 out the 
beat in 
the 
third r
o
u
n
d
 

ミ
zd
circles 
co
苔
ter
c
l
o
c
k
g
s
e
 at first p
i
n
e
 
tree. 
Sitting a
n
d
 

匂
ening,
M
A
S
T
E
R
 responds to 
T
A
R
O
 K
A
J
A
、s
s
o
n
g
 a
n
d
 dance. 

H
e
 begins s
w
a
y
i
n
g
 lap a
n
d
 right、
t
h
e
n
b
o
b
b
i
~
i
g
u
p
g
d
d
o
w
n
;
 then 

his 
h
a
n
d
s
 m
o
v
e
 u
p
 a
n
d
 d
o
w
n
,
 
left 
a
n
d
 
right•He 

stands, 
holding 

t
h
e
f
a
n
i
1こ
蕊
社
rJht
h
a
n
d、
C3̀
cles
clockwise a
n
d
 stops at the joza. 

F
a
c
i
n
g
 T
A
R
O
 K
A
J
A
,
 h
e
 peers through the ribs o
f
 his o
p
e
n
 fan.) 

M
A
S
T
E
R
:
 CUi
忌
le
to 
hold back hぢ

l
a
u
g
h
t
e
r
)
U
w
a
ha, ha, ha, 

h
a
,
 
h
a
 
••• 

T
a
r
o
 K
a
j
a
 w
e
n
t
 t
o
 
t
h
e
 
c
a
p
i
t
a
l
 
a
n
d
 g
o
t
 

c
h
e
a
t
e
p
,
 
s
o
 
n
o
w
 h
e
 is 
t
r
y
i
n
g
 
t
o
 
h
u
m
o
r
 m
e
 w
i
t
h
 

s
o
m
e
t
h
i
n
g
 i
n
t
e
r
e
s
t
i
n
g
.
 
S
i
n
g
i
n
g
`
d
o
 I
 

h
e
a
r
.
 
(
H
e
 returns 
to 

g
t
e
r
 stage, 
closes his f
a
n、
智
eels、
takes
the 
right sleeve 
of his 

garme~2t o
f
 the 
s
君
ulder;
then 
crosses 
upstage 
left、
a
n
d
turns 
to 

（
中
略
）

T
A
R
O
 K
A
J
A
:
 (
C
o
m
i
n
g
 f
o
r葵
d
r
d
t
o
p
i
c
k
u
p
t
h
e
u
m
b
r
e
l
l
d
.）

T
h
a
t
 w
o
u
l
d
 m
e
a
n
 yo
u
 d
o
n
'
t
 s
e
e
m
 t
o
 
k
n
o
w
 either. 
(
H
e
 

returns to 
the joza, faces front andkneels.) 
I
n
 a
 m
i
n
u
t
e
 it'll 
t
u
r
n
 

i
n
t
o
 
a
 s
u
e
h
i
r
o
g
a
r
i
 
w
h
i
l
e
 y
o
u
 w
a
t
c
h
.
 
(
O
p
e
n
s
 the 
u
m
b
r
e
l
l
a
 

slowly.) 
S
o
r
e
,
 
sore, 
sore, 
sore. 
(
P
r
o
u
d
l
y
 holding theumbrella 

u
p
 in 
his

品
h
t
hand.) 
S
e
e
,
 
a
 s
u
e
h
i
r
o
g
a
r
i
 
it 
h
a
s
 b
e
c
o
m
e
.
 

(Turnsto M
A
S
T
E
R
.
)
 

M
A
S
T
E
R
:
 (
T
u
r
n
s
 front.) 
W
h
a
t
 silliness he's j
a
b
b
e
r
i
n
g
.
 

物
語
の
終
わ
り
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
囃
子
（
能
管
）
で
あ
る
。

狂
言
に
囃
子
が
塗
場
す
る
こ
と
自
体
、
あ
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
る
上
に
、
能

管
演
奏
と
一
緒
に
主
人
と
太
郎
冠
者
が
、
能
管
の
旋
律
「
ヒ
ャ
ー
リ
ヒ
ャ

ー
リ
オ
ヒ
ャ
ー
リ
ト
ヒ
ャ
ー
リ
」
を
歌
う
の
は
、
大
変
面
白
い
工
夫
で
あ
り
、

ま
た
翻
訳
台
本
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
も
特
華
す
べ
き
特
徴
だ
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
主
人
が
「
イ
ヤ
ァ
ー
」
と
ハ
ル
こ
と
で
舞
台
を
締
め
く
く
る
が
、

こ
の
と
き
も
、
盛
り
上
が
り
を
象
徴
す
る
こ
の
発
声
を
日
本
語
の
ま
ま
で

行
う
こ
と
で
、
舞
台
の
間
や
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
美
し
く
取
れ
て
い
る
の

だ
、
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
注
釈
で
は
、
三
つ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、

狂
言
が
番
組
の
中
で
、
い
つ
演
じ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
末
広
が
り
」
は
お
め
で
た
い
も
の
な
の
で
、

番
組
の
最
後
に
演
じ
ら
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
末

広
が
り
」
は
、
一
六
四
二
年
の
虎
明
本
に
初
め
て
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

英
語
で
書
か
れ
た
卜
書
き
の
中
で
、
「
脇
座
」
と
「
上
座
」
だ
け
は
専
門

用
語
と
し
て
日
本
語
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
各
々
の
意
味
の
説
明
と

と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ー
三
狂
言
『
濯
川
」

最
後
に
取
り
上
げ
る
狂
言
翻
訳
は
、
新
作
狂
言
『
濯
川
』
で
あ
る
。
も

と
も
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
時
代
の
喜
劇
（
フ
ァ
ー
ス
）
で
あ
っ
た
台
本
の

face T
A
R
O
 K
A
J
A
.
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「
狂
言
化
」
で
あ
り
、
そ
の
も
の
の
英
訳
と
、
外
国
人
に
よ
る
「
狂
言
風
」

の
上
演
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
い
。

『
濯
川
』
は
、
新
作
狂
言
の
中
で
も
、
非
常
に
特
殊
な
作
品
で
あ
る
。

狂
言
が
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
成
立
し
て
以
降
、
能
よ
り
も
数
多
く

の
、
様
々
な
新
作
狂
言
が
作
ら
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
以
降
、
新
作
は
、

ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。
大
蔵
流
の
名
寄
せ
で
確
認
す
る
と
、
最
後
に
「
新
作
」

と
し
て
認
め
ら
れ
た
曲
は
、
一
八
四
二
年
の
井
伊
直
弼
作
『
狸
腹
鼓
」
で

あ
り
、
そ
の
次
が
『
濯
川
」
で
あ
る
。
『
濯
川
j

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
世

時
代
、
作
者
不
詳
の
喜
劇
『
風
呂
』

(
•
•
L
e

Cuvier")

を
下
敷
き
に
し
て
、

飯
沢
匡
に
よ
っ
て
現
代
風
の
狂
言
の
ス
タ
イ
ル
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

一
九
五
二
年
、
飯
沢
匡
自
身
の
演
出
で
新
劇
役
者
の
学
生
に
よ
っ
て
、
三(22) 

島
由
紀
夫
の
新
作
能
『
卒
塔
婆
小
町
』
と
共
に
、
文
学
座
で
上
演
さ
れ
た
。

初
演
後
、
飯
沢
か
ら
演
出
の
許
可
を
得
た
武
智
鉄
二
は
、
新
劇
の
役
者
で

は
な
く
、
狂
言
師
に
よ
る
上
演
の
企
画
を
立
て
、
狂
言
師
茂
山
千
作
（
三
世
）
、

茂
山
千
作
（
現
）
、
茂
山
千
之
丞
、
善
竹
弥
五
郎
そ
し
て
当
時
、
朝
日
新
聞

の
演
劇
評
論
家
で
あ
っ
た
北
岸
佑
吉
と
共
に
‘
[
濯
川
』
を
完
全
な
狂
言

風
の
作
品
と
し
た
。
内
容
は
、
非
常
に
気
の
弱
い
婿
が
、
妻
と
姑
に
苛
め

ら
れ
る
場
面
は
、
狂
言
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
既
に
存
在
す
る
「
婿
入
り
狂

言
」
と
共
通
す
る
が
、
「
妻
が
、
も
う
決
し
て
夫
を
苛
め
な
い
と
決
心
し
、

夫
が
本
来
の
家
の
主
と
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
で
終

わ
る
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
狂
言
風
ら
し
い
終
わ
り
方
に

(23) 

変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
一
般
的
な
家
事
の
種
類
も
調
整
さ
れ
、

よ
り
日
本
で
の
物
語
ら
し
く
変
更
さ
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
登
場
人
物

も
、
完
全
に
狂
言
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
わ
わ
し
い
女
」
と
、
や

り
こ
め
ら
れ
る
、
力
の
な
い
婿
に
設
定
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
の
初
演
直
後
に
は
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
で
高
く

評
価
さ
れ
、
再
演
も
多
く
、
そ
の
後
、
完
成
し
た
狂
言
と
し
て
大
蔵
流
の

名
寄
に
載
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
「
狂
言
化
」
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
喜
劇
が
、
逆
に
英
語
翻
訳
さ
れ
、

外
国
人
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
八
六
年
、
能
法
劇
団

の
公
演
の
た
め
の
台
本
が
、
ラ
リ
ー
・
コ
ミ
ン
ズ
、
ダ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
、

デ
ィ
ー
ド
レ
・
ラ
マ
ー
ズ
・
尾
西
、
カ
レ
ン
・
シ
ー
バ
ー
、
ジ
ュ
リ
エ

•
A
.

イ
エ
ツ
ィ
、
ジ
ョ
ナ
フ
・
サ
ル
ズ
の
共
同
作
品
と
し
て
翻
訳
さ
れ
、

二
0
0
七
年
度
の
『
ア
ジ
ア
派
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
お
い
て
初
め
て
出
版

さ
れ
た
。

狂
言
『
濯
川
」
を
翻
訳
し
た
ジ
ュ
リ
エ
•
A

・
イ
エ
ツ
ィ
は
、
狂
言
だ

け
で
な
く
、
長
唄
、
常
磐
津
、
お
よ
び
義
太
夫
を
稽
古
し
た
経
験
を
持
ち
、

ハ
ワ
イ
大
学
の
演
劇
お
よ
び
ダ
ン
ス
研
究
科
の
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、
同

大
で
狂
言
と
歌
舞
伎
の
、
英
語
に
よ
る
上
演
を
主
催
す
る
。
ま
た
、
イ
エ

ツ
ィ
に
よ
る
歌
舞
伎
翻
訳
三
点
が
、
「
舞
台
で
の
歌
舞
伎
』
(
•
•
K
a
b
u
k
i

Plays 

o
n
 Stage"
二
0
0
1
-
―1
0
0
三
年
、
ハ
ワ
イ
大
学
発
行
）
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
京
都
の
龍
谷
大
学
人
間
学
科
で
教
授
を
務
め
、
『
濯
川
』
の
序

論
と
解
説
を
書
い
た
ジ
ョ
ナ
・
サ
ル
ズ
は
、
能
法
劇
団
の
団
長
を
務
め
な

が
ら
、
一
九
八
一
年
以
降
、
こ
の
劇
団
に
お
い
て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ベ

ケ
ッ
ト
、
イ
エ
ー
ツ
他
の
歴
代
作
家
の
作
品
を
、
能
、
狂
言
風
に
演
出
し
た
。

ま
た
、
T
T
T
—
T
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l

T
h
e
a
t
r
e
 T
r
a
i
n
i
n
g

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ

360 



ジョナ・サルズの演出による『濯川』の実演

(1994年）（25)

u
u
s
u
g
1
g
a
w
a
 

(28) 

(
T
h
e
 
W
a
s
h
i
n
g
 R
i
v
e
r
)
 

レ
ク
タ
ー
も
務
め
、
多
数
の
研
究
論
文
、
能
、
狂
言
の
翻
訳
、
ま
た
、
三

島
由
紀
夫
の
新
作
能
『
熊
野
」
、
梅
原
猛
の
新
作
狂
言
〈
ス
ー
パ
ー
狂
言
〉

な
ど
、
古
典
に
限
ら
ず
、
新
作
狂
言
の
翻
訳
も
行
っ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
「
濯
川
j

が
、
能
法
劇
団
に
よ
っ
て
「
弱
虫
旦
那
」

("The H
e
n
p
e
c
k
e
d
 H
u
s
b
a
n
d
"
)
.
.
l
J
L
て
上
冶
で
さ
れ
て
以
来
、
台
本
は
数
回
変

更
さ
れ
た
。
一
九
九

0
年
か
ら
は
ニ
ヶ
国
語
で
上
演
さ
れ
て
い
る
お
り
、

旦
那
を
「
日
本
人
の
妻
と
結
婚
し
た
外
国
人
」
と
い
う
「
国
際
結
婚
」
の

設
定
に
変
更
し
た
面
白
さ
が
、
日
本
人
に
も
外
国
人
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
台
本
は
、

(26
)
 

現
在
、
茂
山
千
五
郎
家
で
使
用
さ
れ
て
い
る
台
本
（
「
狂
言
集
」
小
学
館
）
を

中
心
と
し
て
、
大
蔵
流
狂
言
師
茂
山
あ
き
ら
と
丸
石
や
す
し
が
ハ
ワ
イ
大

学
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
中
か
ら
「
濯
川
』
に
関

す
る
部
分
や
、
そ
の
他
の
ビ

デ
オ
に
記
録
さ
れ
た
公
演
の

様
子
な
ど
か
ら
、
英
訳
が
完

（切）

成
さ
れ
た
。

ま
ず
、
イ
エ
ツ
ィ
の
翻
訳

を
み
る
と
、
非
常
に
細
か
い

ト
書
き
が
目
立
つ
。

C
h
a
r
a
c
t
e
r
s
:
 

M
A
N
,
 t
h
e
 m
a
i
n
 c
h
a
r
a
c
t
e
n
 o
r
 shite 

W
O
M
A
N
,
 t
h
e
 
M
A
N
'
s
 wife; 
s
e
c
o
n
d
a
r
y
 c
h
a
r
a
c
t
e
r
,
 
o
r
 

k
o
a
d
o
 

M
O
T
H
E
R
,
I
N
,
L
A
W
,
 W
O
M
A
N
'
s
 e
l
d
e
r
l
y
 
a
n
o
t
h
e
r
;
 

s
e
c
o
n
d
a
r
y
 character, o
r
 k
o
a
d
o
 

M
A
N
:
 (
H
e
 enters 
carryinl{ a
 bal{ 
of laundrv aveこ
his
sho尽
lder,

sto 
s
a
t
 thè

・`oza 
"
 laces 
the 
ba 
on the 
r
o
u
n
d
 a
n
d
 addresses the 

audience.) 
I. 
w
h
o
 s
t
a
n
d
 h
e
r
e
 b
e
f
o
r
e
 you, a
m
 a
 resident of 

this area. M
y
 wi
f
e
 is 
a
n
 u
n
b
e
l
i
e
v
a
b
l
y
 d
e
m
a
n
d
i
n
g
 w
o
m
a
n
 

w
h
o
 r
u
n
s
 m
e
 ra
g
g
e
d
.
 I
n
 addition, I
 ha
v
e
 this m
o
t
h
e
r
,
i
n
,
 

l
a
w
 w
h
o
 is 
a
n
 e
x
a
c
t
i
n
g
 W
o
m
a
n
 w
h
o
 k
n
o
w
s
 n
o
 equal. 

T
o
g
e
t
h
e
r
 t
h
e
 
t
w
o
 of t
h
e
m
 t
o
r
m
e
n
t
 m
e
 f
r
o
m
 m
o
r
n
i
n
g
 

until 
night.I 
n
e
v
e
r
 h
a
v
e
 a
 c
h
a
n
c
e
 to 
r
e
s
t
 
a
n
d
 it 
is 

e
x
t
r
e
m
e
l
y
 e
x
a
s
p
e
r
a
t
i
n
g
.
 
T
h
i
s
 m
o
r
n
i
n
g
 again, 
a
s
 o
t
h
e
r
 

m
o
r
n
i
n
g
s
,
 
look, 
(indicates 
laundry) 
s
h
e
 
g
a
v
e
 m
e
 this 

t
r
e
m
e
n
d
o
u
s
 m
o
u
n
d
 o
f
 l
a
u
n
d
r
y
 a
n
d
 o
r
d
e
r
e
d
 m
e
 to 
"
g
o
 

o
u
t
 b
a
c
k
 to t
h
e
 river a
n
d
 w
a
s
h
 t
h
e
 laundry." W
h
i
l
e
 it 
is 

e
x
t
r
e
m
e
l
y
 irritating, 
I
 ha
v
e
 n
o
 c
h
o
i
c
e
 b
u
t
 to go. 
(
H
e
 picks 

u
p
 the 
laundry a
n
d
 begins the 
counter clockwise triangular travel 

pattern
ミ、
0

苔
d
the stage.) 
S
o
 slowly, s
l
o
w
l
y
 I
 go
 o
n
 m
y
 wa
y
.
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上
記
の
通
り
、
詳
細
に
主
人
の
動
作
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
洗
濯

上
記
の
通
り
、
登
場
人
物
の
動
作
、
場
面
設
定
が
非
常
に
細
か
く
書
か

れ
て
い
る
。

主
i

（
舞
台
に
登
場
、
肩
に
洗
濯
物
を
載
せ
、
上
座
ま
で
進
み
。
洗
濯
物
を
舞
台

に
置
き
て
、
観
客
に
向
け
て
名
乗
る
）
私
、
貴
方
が
た
の
前
に
立
っ
て
い

る
私
は
、
こ
の
辺
り
の
者
で
す
（
後
略
）

上
記
の
名
乗
り
や
、
続
く
引
用
か
ら
み
て
も
、
イ
エ
ツ
ィ
の
翻
訳
は
直

訳
に
近
い
が
、
英
語
で
も
、
発
声
し
や
す
い
リ
ズ
ム
を
保
っ
て
い
る
。
読

書
と
し
て
は
使
え
な
い
英
語
で
あ
っ
て
も
、
舞
台
で
間
を
お
い
て
発
声
さ

れ
た
ら
、
魅
力
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

引
き
続
き
翻
訳
を
み
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
全
く
同
じ
台
詞
が
見
ら
れ
、

少
し
で
も
必
要
が
あ
る
と
す
る
と
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
卜
書
き
記
入
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
道
行
き
の
様
子
を
卜
書
き
で
、
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。

（
主
人
、
洗
濯
物
を
取
り
上
げ
、
舞
台
を
時
計
針
の
逆
周
り
方
向
に
、
三
角
の
道

を
歩
く
）

主
i

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
（
中
略
）
（
舞
台
の
間
中
に
到
着
、
正

面
向
き
）
さ
て
、
気
付
く
よ
り
早
く
、
川
へ
で
た
。
（
主
人
が
舞
台
の
前

へ
進
み
、
片
膝
を
舞
台
に
着
き
、
寒
さ
で
手
を
握
る
）
ア
ア
ア
、
今
•
H

は
音
i

外
と
寒
い
。
（
荷
物
か
ら
洗
濯
物
を
出
し
）
（
中
略
）

が
始
ま
る
と
、
日
本
語
の
擬
態
語
「
ガ
ワ
ガ
ワ
、
ゴ
シ
ゴ
シ
」
が
英
語
台

本
で
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。
主
人
の
登
場
と
同
じ
く
、
女
の
登

場
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
橋
掛
か
り
の
上
で
の
動
作
や
、
下
記
の
よ
う

に
傍
線
で
記
さ
れ
て
い
る
、
声
を
掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
、
細
か
く
ト

書
き
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

W
O
M
A
N
:
 (Callin!! as site 
enters, 
she zi{?za{!s 
d
o
w
n
 the 
bridf!e 

葵
av,
st
。翌
nf!
before each turn to 
search for M
A
N
)
0
h
 y
o
o
 hoo, 

d
e
a
r
 h
u
s
b
a
n
d
,
 d
e
a
r
 
h
u
s
b
a
n
d
 w
h
e
r
e
 a
r
e
 y
o
u
 k
e
e
p
i
n
g
 

y
o
u
r
s
e
l
f●

O
h
 y
o
o
 h
o
o
,
 
d
e
a
r
 h
u
s
b
a
n
d
,
 
d
e
a
r
 h
u
s
b
a
n
d
 

w
h
e
r
e
 a
r
e
 y
o
u
 k
e
e
p
i
n
g
 y
o
u
r
s
e
l
f
?
 

次
に
、
妻
の
登
場
で
使
わ
れ
て
い
る
台
詞
の
翻
訳
を
、
少
し
取
り
上
げ

る
と
、
イ
エ
ツ
ィ
は
、
こ
こ
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
い
や
の
う
の
う
、
こ

れ
の
う
は
お
り
ゃ
る
か
、
い
さ
し
ま
す
か
。
い
や
の
う
の
う
、
こ
れ
の
う

は
ど
れ
に
い
さ
し
ま
す
ぞ
」
を
、
直
訳
に
近
く
、
ぺ
＾
O
h
y
o
o
 hoo, 
d
e
a
r
 

h
u
s
b
a
n
d
,
 d
e
a
r
 h
u
s
b
a
n
d
 w
h
e
r
e
 a
r
e
 y
o
u
 k
e
e
p
i
n
g
 yourself?" -¥J
翻
i

訳
し
、
日
本
語
の
賭
け
声
を
英
語
に
直
し
て
い
る
。
怒
っ
て
い
る
妻
の
、

激
し
い
登
場
の
雰
囲
気
が
非
常
に
よ
く
表
さ
れ
、
リ
ズ
ム
も
、
よ
り
よ
く

英
語
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

イ
エ
ツ
ィ
は
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
翻
訳
を
続
け
る
こ
と
で
、
舞
台
で
発

声
し
や
す
い
リ
ズ
ム
を
強
調
し
、
ま
た
、
非
常
に
細
か
く
卜
書
き
を
入
れ

て
、
よ
り
実
際
に
使
用
し
や
す
い
舞
台
用
の
台
本
を
提
供
す
る
。
ド
イ
の
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翻
訳
と
比
べ
る
と
、
日
本
語
の
単
語
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
個
所
は
少
な

い
が
、
英
語
に
は
存
在
し
な
い
、
「
洗
濯
を
す
る
」
様
子
を
表
し
た
擬
態

語
の
「
ガ
ワ
ガ
ワ
」
「
ゴ
シ
ゴ
シ
」
「
ヤ
ブ
ヤ
ブ
」
や
、
旦
那
が
妻
に
言
い

つ
け
ら
れ
た
用
事
の
リ
ス
ト
を
貰
っ
た
と
こ
ろ
で
「
ホ
イ
」
と
落
ち
込
ん

だ
様
子
を
表
す
音
、
ま
た
、
妻
が
川
か
ら
着
物
を
引
き
上
げ
る
と
こ
ろ
で
、

狂
言
で
使
う
と
こ
ろ
の
「
労
力
を
表
現
す
る
」
擬
態
語
、
「
エ
イ
、
エ
イ
、

工
ェ
ェ
イ
」
を
英
語
の
台
本
で
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
姑
が
婿
に
対
し
て
怒
り
、
婿
の
悪
口

を
観
客
に
タ
ッ
プ
リ
聞
か
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
信
心
深
い
人

と
し
て
舞
台
か
ら
立
ち
去
る
際
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
と
こ
ろ
も
、

日
本
語
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
意
味
を
注
釈
で

解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
卜
書
き
の
細
か
さ
も
確
認
で
き
、
下
記
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
る
と
き
の
手
の
位
置
や
、
幕
の
中
に
入
る
ま
で
祈

り
続
け
る
、
な
ど
の
指
示
が
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

M
O
T
H
E
R
'
I
N
,
L
A
W
 (She 
turns 
upstage a
n
d
 begins 
her exit.) 

M
y
 o
h
 m
y
,
 t
h
a
t
 m
a
n
 is 
a
b
s
o
l
u
t
e
l
y
 
useless. 
(At the first 

涅
e
treè
facing audience) 
T
h
e
r
e
 a
r
e
 s
c
o
r
e
s
 of m
e
n
 in 
t
h
e
 

w
o
r
l
d
;
 w
h
y
 it 
is 
m
y
 fate that s
u
c
h
 a
 feeble m
i
n
d
e
d
 m
a
n
 

b
e
 m
y
 so
n
-
i
n
,
l
a
w
 
I'll 
n
e
v
e
r
 k
n
o
w
.
 
(She 
raises 
one h
a
n
d
 in 

胃
e
r
g
d
C
oミ
ti72尽
es
d
o
w
n
 the 
bridg_e
さ
Q
ド
ド

N
a
m
u
A
m
i
d
a
 

B
u
t
s
u
 n
a
m
u
 A
m
i
d
a
 B
u
t
s
u
 (Repeats until inside curtain.) 

M
A
N
:
 (
T
o
 audience) 
O
o
o
h
 she's 
terriblè
just terrible. I
 

c
a
n
 t
a
k
e
 a
 lot of a
b
u
s
e
,
 b
u
t
 "a m
a
n
 is 
still 
a
 
man,••Even 

t
h
o
u
g
h
 s
h
e
 talks 
to 
m
e
 like 
that, I
 

can't s
a
y
 a
 w
o
r
d
 in 

m
y
 o
w
n
 d
e
f
e
n
s
e
'
（

B
o
w
s
 h
e
a
d
 in 
thoぶ
:ght'）

W
h
a
t
c
a
n
 I
 

d
o
 

a
b
o
u
t
 this●

(Raises h
e
a
d
 a
n
d
 returns to 
the laundry、
de}cted.)
I
 

g
u
e
s
s
 I
 

h
a
v
e
 n
o
 choice. 
I'll 
b
e
g
i
n
 t
h
e
 
l
a
u
n
d
r
y
.
 
G
a
w
a
,
 

最
後
に
取
上
げ
た
い
の
は
、
「
濯
川
』
で
謡
い
が
謡
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

妻
と
姑
が
、
旦
那
に
言
い
つ
け
た
用
事
の
リ
ス
ト
を
完
成
し
、
旦
那
が
「
こ

の
リ
ス
ト
以
外
の
こ
と
は
し
な
く
て
も
良
い
」
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

た
直
後
、
旦
那
は
洗
濯
を
し
て
い
る
場
所
で
、
着
物
を
川
に
投
げ
入
れ
る
。

妻
は
仕
方
な
く
そ
れ
を
取
り
に
行
き
、
水
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

姑
が
旦
那
に
「
妻
を
助
け
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
と
こ
ろ
で
、
主
人

は
下
記
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
事
の
リ
ス

ト
」
を
謡
い
の
ス
タ
イ
ル
で
朗
読
す
る
。
こ
こ
で
、
イ
エ
ツ
ィ
の
謡
い
の

翻
訳
に
お
け
る
リ
ズ
ム
に
注
目
し
た
い
。

日
本
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

主
；
ま
ず
、
一
番
鶏
に
お
き
い
で
て
、

璽
戸
を
繰
り
ふ
き
掃
除
、

せ
ん
ざ
い
へ
水
を
打
ち
、

四
mさ
4
r
g
dさ
4g[aさ
4にい
d
さ
qg,
さ
d.
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イ
エ
ツ
ィ
の
英
訳

T
o
 begin, g
e
t
 u
p
 w
i
t
h
 t
h
e
 first 
call of t
h
e
 rooster, 

0
p
e
n
 t
h
e
 shutters, d
o
 t
h
e
 dusting, 

w
a
t
e
r
 t
h
e
 p
l
a
n
t
s
 in t
h
e
 g
a
r
d
e
n
 

light t
h
e
 c
o
o
k
i
n
g
 fire a
n
d
 m
a
k
e
 t
h
e
 breakfast... 

イ
エ
ツ
ィ
の
翻
訳
を
見
る
と
、
各
行
の
音
節
の
数
が
日
本
語
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
近
い
。
音
節
の
数
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と
で
、
元

の
節
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
謡
い
が
謡
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
特
に
「
せ
ん
ざ
い
へ
水
を
打
ち
」
の
箇
所
の
翻
訳
「
w
a
t
e
r
t
h
e
 

plants in t
h
e
 g
a
r
d
e
n
」
に
み
ら
れ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
、
「
せ
ん
ざ
い
」

（
前
栽
）
と
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
イ
エ
ツ
ィ
は
、
音
節
の
数
と
リ
ズ

ム
を
保
っ
た
め
に
、
「
G
a
r
d
e
n
」
（
庭
）
を
英
語
訳
に
追
加
し
た
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
こ
の
言
葉
が
な
い
が
、
追
加
し
て
も
、
も
と
も
と
の
意
味
が
崩
れ

る
こ
と
は
な
く
、
非
常
に
適
当
な
翻
訳
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。

狂
言
『
濯
川
」
の
翻
訳
、
お
よ
び
外
国
人
に
よ
る
上
演
は
、
我
々
外
国

人
に
と
っ
て
の
「
狂
言
の
魅
力
」
を
、
一
番
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
元
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
す
る
「
L
e
C
u
v
i
e
r
」
の
粗
筋
を
舞
台

上
演
し
よ
う
と
思
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
演
出
す
れ
ば
、
十

分
に
芝
居
と
な
り
、
わ
ざ
わ
ざ
狂
言
風
に
演
出
し
な
く
て
も
成
功
す
る
で

そ
れ
よ
り
か
ま
ど
に
火
を
入
れ

飯
を
炊
き
（
略
）

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
既
に
存
在
す
る
台
本
だ
か
ら
こ
そ
、

狂
言
風
に
し
た
場
合
、
そ
の
演
技
、
型
、
演
出
方
法
な
ど
の
重
要
性
が
、
我
々

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
見
え
て
く
る
。
た
と
え
粗
筋
、
も
し
く
は
台
本
が
優
れ

た
も
の
あ
っ
て
も
、
狂
言
の
場
合
、
舞
台
で
演
じ
る
た
め
に
は
、
役
の
バ

ラ
ン
ス
や
間
、
発
声
、
典
型
的
な
型
、
そ
し
て
装
束
な
ど
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

H
本
に
昔
か
ら
あ
る
が
た
め
に
、
単
な
る
歴

史
的
な
背
景
と
し
て
認
識
さ
れ
が
ち
な
も
の
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
台
本
に

お
い
て
舞
台
で
生
か
す
と
、
そ
の
型
、
発
声
、
舞
台
の
使
い
方
、
表
現
方

法
の
特
徴
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

楽
器
の
演
奏
を
す
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
行
う
ド
レ
ミ
の
基
礎
練
習
は
、

芝
居
を
上
演
す
る
た
め
に
役
者
が
発
声
や
体
を
使
っ
た
表
現
法
を
学
ぶ
の

に
似
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
の
世
界
よ
り
、
日
本
の
古
典
芸
能

に
お
い
て
、
よ
り
細
か
く
、
深
く
検
証
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
『
濯
川
』
は
、
狂
言
の
国
際
化
に
関
し
て
、
非

常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
時
代
の
喜
劇
の
粗
筋
を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
我
々

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
と
比
べ
た
場
合
の
、
狂

言
の
表
現
の
豊
か
さ
や
、
狂
言
の
伝
統
的
な
型
の
使
用
方
法
、
ま
た
舞
台

上
で
の
役
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
、
そ
し
て
海
外
の
演
劇
が
狂
言
か

ら
得
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
、
よ
り
理
解

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
私
た
ち
外
国
人
が
狂
言

を
観
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
型
な
ど
に
つ
い
て

考
察
し
、
新
た
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
の
可
能
性
を
考
え
直
す
チ
ャ
ン
ス
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こ
れ
ま
で
、
最
近
の
狂
言
翻
訳
台
本
を
比
較
、
分
析
を
し
た
な
か
で
、

次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

先
ず
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
狂
言
の
翻
訳
家
は
と
も
に
、
日
本
語
の
語

学
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
狂
言
を
演
劇
と
し
て
修
業
し
て
い
る
。
特
に
、

彼
ら
の
、
卜
書
き
に
よ
る
舞
台
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
か
ら
判
断

す
る
と
、
ド
イ
も
、
ツ
バ
キ
も
、
イ
エ
ツ
ィ
も
、
「
役
者
と
し
て
の
経
験
」

を
非
常
に
よ
く
翻
訳
の
な
か
で
生
か
し
、
読
者
が
、
よ
り
内
容
に
つ
い
て

想
像
し
や
す
い
台
本
を
作
成
し
た
。
各
狂
言
に
つ
い
て
書
か
れ
た
前
書
き

や
解
説
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
、
日
本
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る
狂
言
集
と

肩
を
並
べ
る
く
ら
い
、
詳
細
な
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

サ
ル
ズ
の
前
書
き
を
読
む
こ
と
で
、
読
者
は
具
体
的
に
「
濯
川
』
の
日
本

に
お
け
る
上
演
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
で
す
る
こ
と
が
で
き
、
ツ
バ
キ
の

前
害
き
か
ら
は
、
『
末
広
が
り
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
か
ら
春
日
山
の
伝

説
ま
で
、
広
く
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ド
イ
は
、
狂
言
『
清

水
』
に
関
連
す
る
実
情
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
の
、
幽
玄
劇
団
の

狂
言
上
演
に
対
す
る
観
客
の
反
応
ま
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

単
に
セ
リ
フ
だ
け
を
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
狂
言
を
あ
く
ま
で
も
「
演

劇
」
と
し
て
理
解
し
た
立
場
か
ら
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
説
明
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
イ
エ
ツ
ィ
の
翻
訳
も
、
ツ

ま
と
め

と
も
い
え
よ
う
。

バ
キ
も
ド
イ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
台
本
を
用
い
て
そ
の
ま
ま
舞
台
で
上

演
で
き
る
ほ
ど
、
細
か
く
卜
書
き
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
私
の
感
覧
で

は
、
卜
書
き
が
入
る
の
は
よ
い
が
、
た
と
え
ば
、
登
場
人
物
が
一
歩
下
が
っ

た
り
、
前
へ
出
た
り
、
な
ど
の
動
き
ま
で
細
か
く
書
か
れ
る
と
、
粗
筋
の

理
解
に
邪
魔
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

人
称
の
問
題
に
関
し
て
は
、
イ
エ
ツ
ィ
も
ド
イ
も
、
呼
び
掛
け
の
場
面

に
お
い
て
相
手
を
二
人
称
で
呼
び
、
一
方
、
ツ
バ
キ
は
三
人
称
を
利
用
し
、

直
接
的
な
呼
び
掛
け
よ
り
、
第
三
者
と
し
て
の
召
使
の
存
在
を
確
認
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
擬
態
語
、
擬
音
語
、
日
本
語
の
台
詞

の
使
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。
狂
言
を
実
際
に
上
演
す
る
こ
と
を
第
一
目
標

と
し
て
翻
訳
を
す
る
ド
イ
は
、
日
本
語
の
台
詞
を
で
き
る
だ
け
多
く
使
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
擬
態
語
、
擬
音
語
で
は
な
く
、
一
般

的
な
言
葉
で
あ
る
「
カ
シ
コ
マ
ッ
テ
ゴ
ザ
ル
」
「
コ
レ
ハ
イ
カ
ナ
コ
ト
」

な
ど
英
訳
せ
ず
、
日
本
語
の
ま
ま
で
使
う
。
ド
イ
に
よ
る
と
、
「
カ
シ
コ
マ
ッ

テ
・
ゴ
ザ
ル
」
な
ど
は
、
言
葉
で
意
味
を
表
す
と
い
う
よ
り
、
音
で
そ
の

意
味
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ツ
バ
キ
は
、
『
末
広
が
り
』
の
な
か
で
、
面
白
い
試
み
を
し
て

い
る
。
あ
ら
か
じ
め
「
末
広
が
り
」
の
意
味
を
観
客
に
全
く
説
明
せ
ず
に

進
行
す
る
た
め
、
観
客
は
「
末
広
が
り
と
は
何
か
」
と
い
う
疑
問
を
持
ち

な
が
ら
物
語
の
世
界
に
入
り
込
み
、
太
郎
冠
者
が
理
解
す
る
の
と
同
時
に
、

観
客
も
理
解
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
観
客
に
対
し
て
イ
ン
パ

ク
ト
が
強
く
、
日
本
語
の
言
葉
遊
び
を
海
外
の
観
客
と
共
有
す
る
た
め
の
、
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【
日
本
語
】

小
林
責
・
油
谷
光
雄
編
『
狂
言
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
一
二
省
堂
、
二

0
0
0
年

橋
本
朝
生
・
土
井
洋
一
校
注
『
狂
言
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年

古
川
久
緩
『
狂
言
辞
典
』
東
京
堂
、
一
九
六
三
年

西
野
春
雄
・
羽
田
涎
編
集
委
員
『
能
・
狂
言
事
典
」
平
凡
社
、
一
九
九
九
年

茂
山
千
之
丞
『
狂
言
役
者
・
ひ
ね
く
れ
半
代
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年

土
屋
恵
一
郎
編
『
狂
言
―
―
一
人
三
様
j

（
野
村
萬
斎
の
巻
・
茂
山
千
作
の
巻
・
野
村
万
作
の
巻
）

岩
波
書
店
、
二

0
0
1
―一年

茂
山
千
之
丞
『
狂
言
じ
ゃ
、
狂
言
じ
ゃ
ー
•
]
晶
文
社
、
二0
0

一
年

野
村
万
作
『
太
郎
冠
者
を
生
き
る
』
白
水
社
、
一
九
九
一
年

茂
山
千
作
翁
記
念
刊
行
会
編
『
茂
山
千
作
狂
言
80年
』
都
出
版
社
、
一
九
五
一
年

野
村
万
蔵
『
狂
言
・
伝
承
の
技
と
心
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年

野
村
万
蔵
「
六
世
野
村
万
蔵
・
狂
言
の
道
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年

北
川
忠
彦
・
安
田
章
校
注
『
狂
言
集
』
小
学
館
、
一
九
七
二
年

小
山
弘
志
校
注
『
狂
言
集
』
上
・
下
巻
、
岩
波
書
店
（
日
本
古
典
文
學
大
系
42.43)

]
九
六
0
年

笹
野
堅
校
訂
「
能
狂
言
・
大
蔵
虎
寛
本
』
上
・
中
・
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年

注 小
山
弘
志
・
北
川
忠
彦
「
謡
曲
．
狂
言
』
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年

北
川
忠
彦
・
安
田
章
『
狂
言
集
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年

橋
本
朝
生
編
「
大
蔵
虎
光
本
狂
言
集
』
古
典
文
庫
、
一
九
九

0
年

(
l
)
『
英
訳
狂
言
集
」

("'The
B
o
o
k
 of K
y
o
g
e
n
 in E
n
g
l
i
s
h
•
•

東
京
、
一
九
八
六
年
）
お

よ
び
「
狂
言
ブ
ッ
ク
』
(
-
•
T
h
e

K
y
o
g
e
n
 book" t
束京、

J
a
p
a
n
Times, 1989) 

(
2
)
東
京
、
檜
書
店
、
一
九
六
四
年
。

(
3
)
執
筆
者
の
英
語
か
ら
の
翻
訳
に
よ
る
。

(4)
執
鉦
者
の
英
語
か
ら
の
翻
訳
に
よ
る
。

(
5
)
何
年
、
何
号
で
あ
る
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
j

が
創
刊
さ
れ
た
一
九
八
二
年
か
ら
、
前
掲
『
狂
言
ブ
ッ
ク
』
が
発
行
さ
れ

た
一
九
八
九
年
ま
で
の
間
で
あ
る
。

(6)
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
j

ハ
ワ
イ
大
学
出
版
、
二

0
0
七
年
春
号

(
7
)
J
 ap
a
n
e
n
n
e
q
u
m
s
 

(
8
)
K
o
b
a
y
a
s
h
i
,
 S
e
k
i
 

(
9
)
J
o
h
n
 K
u
z
e
l
 

(
1
0
)
L
.
R
・
コ
ミ
ン
ズ

(
L
a
w
r
e
n
c
e
R
•
K
o
m
i
n
z
)
『
本
格
だ
が
、
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
|
ー
学
生
狂
言
公
演
の
た
め
の
、
狂
言
台
本
の
翻
訳
、
そ
し

て
調
整
の

20
年

を

め

ぐ

っ

て

」

(Authenticity
a
n
d
 Accessibility: 

T
w
o
 D
e
c
a
d
e
s
 of translating a
n
d
 A
d
a
p
t
i
n
g
 K
y
o
g
e
n
 plays for English a
n
d
 

Bilingual Students P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
)
 

(11)
落
語
家
桂
か
い
枝
に
よ
る
写
真
。
ア
メ
リ
カ
で
英
語
落
語
ツ
ア
ー
中
に
コ
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ミ
ン
ズ
と
出
会
っ
た
。

(
1
2
)
T
h
e
 T
h
e
a
t
r
e
 of Y
u
g
e
n
 

(13)
米
国
活
躍
中
の
た
め
、
漢
字
名
の
表
記
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

(14)
ド
イ
・
ユ
リ
コ
の
翻
訳
。

(15)Lluis W
a
l
l
s
 

(
1
6
)
R
i
c
h
a
r
d
 E
m
m
e
r
t
 

(17)Jubilith M
o
o
r
e
 

(18)
前
掲
「
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
j

三
一
頁
（
写
真
;
ジ
ェ
リ
ー
・
ジ
ュ
．
ア
ッ

コプ）。

(19)
前
掲
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二

0
頁。

(
2
0
)
A
n
d
r
e
w
 T. T
s
u
b
a
k
i
 

(21)
前
掲
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
六
頁
（
写
真
ニ
ツ
バ
キ
）
。

(22)
前
掲
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
八
頁
。

(23)
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
も
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ

る
。
『
濯
川
」
の
元
に
な
っ
た
―
'Le

Cuvier"
よ
り
古
い
台
本
を
見
る
と
、

登
場
人
物
は
二
人
の
み
で
、
両
方
と
も
男
性
。
風
呂
に
落
ち
た
の
は
主
人
で
、

召
使
が
横
か
ら
、
自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を
言
い
、
苦
し
ん
で
い
る
主

人
と
交
渉
す
る
。

(24)
口
や
か
ま
し
い
女
。
狂
言
の
代
表
的
な
女
役
。

(25)
前
掲
「
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
九
二
頁
（
写
哀
こ
ン
ョ
ン
・
ヘ
ル
）
。

(26)
前
掲
『
ア
ジ
ア
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
九
一
頁
。

(27)
イ
エ
ツ
ィ
と
サ
ル
ズ
が
序
論
で
細
か
く
記
す
。

(28)
日
本
語
か
ら
の
直
訳
。
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